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女性部門で優勝したrかかあ天下」チームと応援団（町民つな引き大会）

国導353号線沿いの花々（新山地内）
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H
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落
総
代
会
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作
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安
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松
之
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分
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．
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卜
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発
行
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新
潟
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松
之
山
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．
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編
集
／
総
務
課

で
地
区
体
育
大
会

．
家
そ
ろ
っ
て
参

と
思
い
よ
す
．

と
う
し
さ
が
続
い

真
夏
は
す
ぐ
そ
こ

O
れ
ば
．
．
．
卜
・
度
を
超

き
、
稲
も
グ
ン
グ

業
も
次
々
に
発
注

始
ま
り
ま
し
た
。

町
民
体
育
大
会
が

で
、
体
に
ト
分
気

っ
て
く
だ
さ
い
。
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二
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後
記
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第
6
回
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
七
月
十
一
H
、
町
民
体
育
館
及
び

町
民
グ
ラ
ン
ド
で
高
齢
者
ス
ボ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
体
育
館
の
中
で
室
内
競

技
を
行
い
、
午
後
は
グ
ラ
ン
ド
で
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
育
館
の
両
側
に
各
地
区
ご
と
の

応
援
席
が
あ
り
、
競
技
参
加
者
に
盛

ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
は
「
樽
こ
ろ
が
し
」
か
ら
始

ま
り
、
ビ
ー
ル
の
三
リ
ッ
ト
ル
樽
を

棒
で
こ
ろ
が
し
な
が
ら
次
の
人
に
リ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
樽
は
な
か
な
か
ま
っ
す
ぐ
に

進
ま
ず
、
会
場
に
は
声
援
と
と
も
に

笑
い
声
も
響
き
ま
し
た
。

　
二
番
目
は
「
レ
イ
お
く
り
」
で
、

手
を
使
わ
ず
に
輪
に
な
っ
た
ヒ
モ
を

次
の
人
に
送
る
競
技
で
す
。

　
首
に
か
け
ら
れ
た
レ
イ
を
次
の
人

が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
受
け
取
ら
な
い

と
、
下
に
落
ち
た
り
首
を
引
張
っ
た

り
と
な
か
な
か
難
し
い
競
技
で
す
。

　
三
番
目
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
玉
を

送
る
「
大
玉
お
く
り
　
、
四
番
目
は

一
玉
入
れ
」
、
五
番
目
は
「
風
船
わ

「
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
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り
」
と
続
き
ま
し
た
。

　
イ
ス
の
L
で
風
船
を
力
一
杯
わ
っ
、

た
の
で
、
ケ
ッ
圧
に
耐
え
ら
れ
ず
足

が
曲
っ
た
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
「
混
合
リ
レ
ー
」
で
室
内

競
技
が
終
ゴ
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
松
之
山
地
区
が
絶
好
調
で
、

最
後
の
競
技
を
待
た
ず
に
優
勝
を
決

め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
優
勝
松
之
山
地
区
、
準

優
勝
布
川
地
区
、
一
、
一
位
松
里
地
区
と

い
う
成
績
で
し
た
。

　
午
後
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
小
雨
を

吹
飛
ば
す
よ
う
な
熱
戦
が
続
き
ま
し

た
が
、
初
め
て
参
加
し
た
チ
ー
ム
は

ル
ー
ル
が
良
く
わ
か
ら
ず
、
相
手
チ

ー
ム
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
試
合
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
優
勝
川
手
チ
ー
ム
、
準

優
勝
松
之
山
チ
ー
ム
、
三
位
天
水
島

チ
ー
ム
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　
八
月
二
卜
三
H
松
代
町
で
郡
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
各
種
目
で
一
位

に
な
ら
れ
た
地
区
・
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
は
、
郡
大
会
で
も
優
勝
す
る
よ
う

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
七
月
三
十
日
町
民
体
育
館
で
、
松

之
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
結
成
二

十
五
周
年
記
念
大
会
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
四
〇
〇
人
近
い
会
員
が

集
ま
り
、
午
前
九
時
よ
り
第
一
部
の

式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
保
坂
武
雄
町
老
連
会
長
は
、
　
「
町

の
高
齢
者
割
合
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。
町
民
の
三
人
に
一
人
は
六

十
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
現
役
で
働
い
て
い
る
方
も
大
勢

い
る
。
昭
和
大
恐
慌
、
十
五
年
戦
争
、

そ
し
て
終
戦
の
復
興
と
私
達
は
常
に

手
を
と
り
助
け
合
っ
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
助
け
合
い
な
が
ら
、
明
る
く

楽
し
く
過
し
ま
し
ょ
う
凶
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
村
山
町
長
は
、
　
「
来
年
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で

す
。
町
と
し
て
も
全
力
で
取
組
み
ま

す
の
で
応
援
し
て
ほ
し
い
。
人
生
八

十
年
時
代
を
迎
え
、
節
目
節
目
に
初

心
を
持
ち
、
そ
の
初
心
を
忘
れ
な
い

遡
　
　
　
鳳態

ケツ圧で勝負、風船わり競争

よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
四
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
を
務
め
た
、
村
山
伸

さ
ん
と
相
沢
達
雄
さ
ん
に
感
謝
状
と

記
今
心
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
宣
言
で
第
一
部
が
終
了
し
、

第
二
部
は
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理

事
の
矢
部
藤
吉
先
生
の
講
演
を
聞
き

ま
し
た
。

　
矢
部
先
生
は
、
　
「
昔
は
、
働
き
盛

り
の
年
代
が
終
わ
る
と
自
由
気
ま
ま

に
暮
す
老
後
と
な
っ
た
が
、
い
ま
は

数
十
年
と
い
う
期
問
の
老
年
期
が
残

っ
て
い
る
。
こ
の
期
間
を
自
分
ら
し

く
年
を
感
じ
さ
せ
ず
に
い
き
い
き
と

生
き
る
こ
と
を
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ

フ
と
、
．
、
肖
っ
て
い
る
。
エ
イ
ジ
レ
ス
・

ラ
イ
フ
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
目
標

と
役
割
と
仲
間
を
持
つ
こ
と
で
す
ゆ

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
三
部
は
懇
親
会
で
、
広
い
体
育

館
の
フ
ロ
ア
ー
も
料
理
や
飲
み
物
を

並
べ
る
と
狭
く
感
じ
ま
し
た
。

　
町
の
高
齢
化
は
年
々
進
み
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
し
く
だ
』

さ
い
。
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矢部藤吉

　　県老連理事

手を使わずに輪になったヒモを送る
「レイおくり」

－－

老
連
発
足
前
後
の

う
ご
き

感謝状を受ける村山伸さんと相沢達雄さん

昭
和
三
十
八
年
度

　
川
手
白
寿
会
誕
生

昭
和
三
十
九
年
度

　
浦
田
高
砂
会
誕
生

昭
和
四
十
年
度

　
湯
本
長
寿
会
、
中
立
山
寿
会
誕
生

昭
和
四
十
一
年
度

　
上
布
川
長
寿
会
、
天
水
越
老
友
ク

　
ラ
ブ
、
松
之
山
寿
楽
会
、
湯
山
松

　
楽
会
誕
生

昭
和
四
十
二
年
度

　
大
荒
戸
老
人
ク
ラ
ブ
、
天
水
島
松

　
里
老
友
会
誕
生

▼
七
月
十
日
、
松
之
山
町
老
人
ク
ラ

　
ブ
連
合
会
結
成
（
十
ク
ラ
ブ
）

昭
和
四
十
三
年
度

　
小
谷
松
寿
会
、
水
梨
松
川
会
誕
生

　
し
連
合
会
に
加
入

昭
和
四
十
四
年
度

　
下
布
川
老
精
会
、
．
黒
倉
老
人
ク
ラ

　
ブ
誕
生
し
連
合
会
に
加
入

　
（
現
在
の
ク
ラ
ブ
名
で
掲
載
）
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者
割
合
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。
町
民
の
三
人
に
一
人
は
六

十
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
現
役
で
働
い
て
い
る
方
も
大
勢

い
る
。
昭
和
大
恐
慌
、
十
五
年
戦
争
、

そ
し
て
終
戦
の
復
興
と
私
達
は
常
に

手
を
と
り
助
け
合
っ
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
助
け
合
い
な
が
ら
、
明
る
く

楽
し
く
過
し
ま
し
ょ
う
凶
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
村
山
町
長
は
、
　
「
来
年
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で

す
。
町
と
し
て
も
全
力
で
取
組
み
ま

す
の
で
応
援
し
て
ほ
し
い
。
人
生
八

十
年
時
代
を
迎
え
、
節
目
節
目
に
初

心
を
持
ち
、
そ
の
初
心
を
忘
れ
な
い

遡
　
　
　
鳳態

ケツ圧で勝負、風船わり競争

よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
四
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
を
務
め
た
、
村
山
伸

さ
ん
と
相
沢
達
雄
さ
ん
に
感
謝
状
と

記
今
心
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
宣
言
で
第
一
部
が
終
了
し
、

第
二
部
は
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理

事
の
矢
部
藤
吉
先
生
の
講
演
を
聞
き

ま
し
た
。

　
矢
部
先
生
は
、
　
「
昔
は
、
働
き
盛

り
の
年
代
が
終
わ
る
と
自
由
気
ま
ま

に
暮
す
老
後
と
な
っ
た
が
、
い
ま
は

数
十
年
と
い
う
期
問
の
老
年
期
が
残

っ
て
い
る
。
こ
の
期
間
を
自
分
ら
し

く
年
を
感
じ
さ
せ
ず
に
い
き
い
き
と

生
き
る
こ
と
を
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ

フ
と
、
．
、
肖
っ
て
い
る
。
エ
イ
ジ
レ
ス
・

ラ
イ
フ
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
目
標

と
役
割
と
仲
間
を
持
つ
こ
と
で
す
ゆ

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
三
部
は
懇
親
会
で
、
広
い
体
育

館
の
フ
ロ
ア
ー
も
料
理
や
飲
み
物
を

並
べ
る
と
狭
く
感
じ
ま
し
た
。

　
町
の
高
齢
化
は
年
々
進
み
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
し
く
だ
』

さ
い
。

　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
グ

κ
が
．
麓
・

　
ひ
’
鮎
覧
マ
一
揺
乙

彪
（
畝
．

　
　
　
　
　
　
マ
楚

　
　
　
　
　
兼
笏
，

　
　
　
　
マ

　
r
し
　
金

　
　
　
　
翁

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
N

小雨が降るなか熱戦が続いた

ゲートボール

し
」

矢部藤吉

　　県老連理事

手を使わずに輪になったヒモを送る
「レイおくり」

－－

老
連
発
足
前
後
の

う
ご
き

感謝状を受ける村山伸さんと相沢達雄さん

昭
和
三
十
八
年
度

　
川
手
白
寿
会
誕
生

昭
和
三
十
九
年
度

　
浦
田
高
砂
会
誕
生

昭
和
四
十
年
度

　
湯
本
長
寿
会
、
中
立
山
寿
会
誕
生

昭
和
四
十
一
年
度

　
上
布
川
長
寿
会
、
天
水
越
老
友
ク

　
ラ
ブ
、
松
之
山
寿
楽
会
、
湯
山
松

　
楽
会
誕
生

昭
和
四
十
二
年
度

　
大
荒
戸
老
人
ク
ラ
ブ
、
天
水
島
松

　
里
老
友
会
誕
生

▼
七
月
十
日
、
松
之
山
町
老
人
ク
ラ

　
ブ
連
合
会
結
成
（
十
ク
ラ
ブ
）

昭
和
四
十
三
年
度

　
小
谷
松
寿
会
、
水
梨
松
川
会
誕
生

　
し
連
合
会
に
加
入

昭
和
四
十
四
年
度

　
下
布
川
老
精
会
、
．
黒
倉
老
人
ク
ラ

　
ブ
誕
生
し
連
合
会
に
加
入

　
（
現
在
の
ク
ラ
ブ
名
で
掲
載
）
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ケタちがいの強さ
　　　　　　　　　つ　つグつ　ダクをひ

　
七
月
十
八
口
の
夜
、
町
民
体
育
館

で
第
七
回
町
民
つ
な
引
き
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
男
性
チ
ー
ム
部
門
に
二
ト
チ
ー
ム
、

女
性
チ
ー
ム
部
門
に
九
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
豪
華
賞
品
を
め
ざ
し
て
力
一

杯
綱
を
引
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
か
ら
ル
ー
ル
が
変
わ

り
、
相
手
方
を
四
メ
ー
ト
ル
引
張
り

込
む
ま
で
は
勝
負
が
つ
か
な
い
、
時

問
無
制
限
制
が
導
人
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
同
レ
ベ
ル
の
対
戦
に
な

る
と
試
合
時
間
が
．
長
く
な
り
、
ま
わ

り
の
応
援
団
か
ら
必
死
の
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
心
配
さ
れ
た
試
合
時
問
の
大
幅
な

延
．
長
も
な
く
、
例
年
と
同
じ
く
約
二

時
問
ほ
ど
で
決
勝
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

女性チーム部門で第3位とパフォーマンス賞を

ダブル受賞した「白雪姫と7ひきのこぶた」チーム

　
女
性
チ
ー
ム
部
門
で
は
、
昨
年
二

位
の
「
か
か
あ
天
、
卜
」
チ
ー
ム
が
見

事
優
勝
し
、
男
性
チ
ー
ム
部
門
で
は
、

重
想
ど
お
り
「
綱
引
同
好
会
」
が
圧

到
向
強
さ
で
愛
勝
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
男
性
チ
ー
ム
部
門

優
勝
　
綱
引
同
好
会

二
位
　
．
天
水
島

三
位
　
深
山
会

パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
賞

　
　
　
ふ
ぞ
ろ
い
の
・
川
茎
た
ち

　
▼
女
性
チ
ー
ム
部
門

優
勝
　
か
か
あ
天
．
卜

二
位
　
必
ダ
ー
ト
ル
ズ

三
位
及
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞

　
　
　
白
雪
姫
と
7
ひ
き
の
．
〕
ぶ
た

パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
賞
…
厭
育
女

あ天下1チームスタイルの
圧倒的な強さを誇る「綱引同好会」

4

ヴ

　
七
月
十
七
日
午
前
、
町
民
体
育
館

で
松
之
山
保
育
所
の
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
、
か
わ

い
い
我
が
子
を
カ
メ
ラ
や
ゼ
デ
オ
に

映
し
て
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
楽
し
い
種
目
に
元
気

良
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
ゴ
ー
ル
前
で

友
達
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
光
景

も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
長
の
き
り
ん
組
さ
ん
た
ち
は
、

ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
や
怪
獣
の
絵
を
破

る
「
怪
獣
を
や
っ
つ
け
ろ
」
、
年
中

の
う
さ
ぎ
組
さ
ん
た
ち
は
、
太
鼓
だ

た
き
や
お
馬
さ
ん
に
乗
る
「
イ
ン
デ

お馬さんに乗ってゴールヘー直線

ア
ン
ま
つ
り
」
、
年
少
・
未
満
児
の

り
す
・
ひ
よ
こ
組
さ
ん
た
ち
は
、
レ

イ
を
首
に
か
け
風
船
を
持
っ
て
ゴ
ー

ル
す
る
「
パ
ワ
イ
旅
行
」
な
ど
、
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

　
親
子
ゲ
ー
ム
の
「
し
っ
ぽ
取
り
ゲ

ー
ム
」
は
親
と
子
が
手
を
つ
な
ぎ
、

親
の
お
尻
に
つ
い
て
い
る
リ
ボ
ン
を

園
児
が
取
る
ゲ
ー
ム
で
、
も
ち
ろ
ん

自
分
の
親
以
外
の
リ
ボ
ン
し
か
取
れ

ま
せ
ん
。

　
リ
ボ
ン
が
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
逃

げ
る
親
と
、
な
ん
と
か
し
て
取
ろ
う

と
す
る
園
児
の
声
が
体
育
館
に
響
き

ま
し
た
。

成．／台
禾

ながなわとび大会

所
会

山舵

　
七
月
六
口
夜
、
町
民
体
育
館
で
第

四
回
な
が
な
わ
と
び
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
。

　
予
選
に
は
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

ヒ
蝦
池
A
チ
ー
ム
が
予
選
第
二
回
目

の
試
技
で
、
今
ま
で
の
記
録
一
九
八

回
を
超
え
る
一
、
一
六
回
を
跳
び
、
新

記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。

　
準
決
勝
に
は
十
チ
ー
ム
が
進
み
、

一
回
口
で
八
O
回
前
後
を
跳
ん
だ
チ

ー
ム
は
、
決
勝
戦
に
そ
な
え
て
二
回

目
を
休
ん
で
い
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
六
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、

予
選
で
新
記
録
を
出
し
た
上
蝦
池
A

チ
ー
ム
に
期
待
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、

疲
労
が
激
し
く
残
念
な
が
ら
五
位
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
の
は
松
里
ラ
ビ
ッ
ツ
チ

ー
ム
で
、
二
回
目
の
試
技
で
一
六
〇

回
を
跳
び
二
位
に
大
差
を
つ
け
ま
し

た
。▼

決
勝
戦
成
績

一
位
　
松
里
ラ
ビ
ッ
ツ
　
一
六
〇
回

二
位
　
藤
日
会
（
藤
倉
）
一
二
二
回

三
位
　
L
蝦
池
B
　
　
　
一
〇
三
回

▼
ジ
ャ
ン
プ
賞
（
予
選
の
成
績
）

一
位
ヒ
蝦
池
A
　
　
二
二
六
回

　
（
ス
㌧
ハ
ー
ジ
ャ
ン
プ
賞
も
受
賞
）

二
位
　
松
里
ラ
ビ
ッ
ツ
　
一
二
八
回

三
位
　
黒
　
　
倉
　
　
　
一
一
二
回

まわし手と跳び手の呼吸があっていた

松里ラビッツチーム

5
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の
成
績
）

一
位
ヒ
蝦
池
A
　
　
二
二
六
回

　
（
ス
㌧
ハ
ー
ジ
ャ
ン
プ
賞
も
受
賞
）

二
位
　
松
里
ラ
ビ
ッ
ツ
　
一
二
八
回

三
位
　
黒
　
　
倉
　
　
　
一
一
二
回

まわし手と跳び手の呼吸があっていた

松里ラビッツチーム
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翻
、
∴
一

艮
財

て
紙
無

」

松之山温泉スキー場

　
九
年
目
を
迎
え
た
松
之
山
温
泉
ス

キ
ー
場
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
四
万
二
千

人
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
あ
ち
こ
ち
に
ス
キ
ー
場
が
オ
ー

プ
ン
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
客
様
の

求
め
て
い
る
の
は
、
施
設
設
備
の
充

実
は
勿
論
で
す
が
、
心
の
つ
な
が
り
、

ふ
れ
あ
い
が
人
切
な
よ
う
で
す
。
ス

キ
ー
場
で
働
く
人
が
笑
顔
で
迎
え
て

く
れ
、
困
っ
た
時
に
す
ぐ
対
応
し
て

も
ら
え
る
、
そ
ん
な
こ
と
で
す
。
松

之
山
人
の
持
つ
「
人
情
」
が
大
好
評

で
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
メ
ッ
セ
；
ジ
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
咋
年
よ
り
H
給
も
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
職
種

　
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
・
圧
雪
従
業
員

▼
募
集
人
員

　
一
八
名
程
度

▼
雇
用
期
間

　
平
成
三
年
十
二
月
一
日
か
ら

　
　
平
成
四
年
｝
二
月
三
十
一
日

▼
賃
金
（
H
給
）

　
男
子
　
六
七
〇
〇
～

　
女
．
r
　
六
一
〇
〇
～

（
翻
巖
羅
鶴
薙
）

▼
募
集
締
切
り

　
平
成
三
年
八
月
二
十
六
日

▼
応
募
先

　
履
歴
書
一
通
を
持
参
の
ト
、
役
場

　
総
務
課
行
政
係
へ

▼
問
い
合
せ
先

　
振
興
課
商
工
観
光
係

　
　
　
　
費
六
－
三
一
三
一

帰省にご利用ください

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

　
従
業
員
募
集

越後湯沢直通バス
　　　　　　　　　　　　　　　　　7／1～8／31

松之山→越後湯沢→東京

松之山温泉発 7：20 15：20

松之山発 7：25 15：25
東　　川　　発 駒

7 ：33 15：33
湯沢駅西口着 8：30 16：30

上越新幹線 とき406号 とき422号

越後湯沢駅発 8：49 16：58

大宮駅着 9：54 18：02

上野駅着 10：14 18：22

東京駅着 10：20 18：28

東京→越後湯沢→松之山

上越新幹線 とき451号 とき419号

東京駅発 7：52 15：40

上野駅発 7：58 15：46

大宮駅発 8二18 16：06

越後湯沢駅着 9：22 17：10

湯沢駅西口発 　　一
9：30 17：20

東　　川　　着 10：27 18：17

松之山着 10：35 、18：25

松之山温泉着 10：40 18：30

※町内の運行時刻と乗車場所については配布されたチラシや4月号の広報をご覧ください。

第5回
大厳寺高原真夏の雪まつり

～自由の森学園雪上太鼓で幕開け～

”
、

四
興彫

Q
、
鯨

な
．

　
　
ザ

隅
や
軍

匹
い

懸

畑・ゆ

雪の冷たさが気持ちよい雪上綱引き大会

＊　雪上馬そりリレー

＊　雪上綱引き大会

＊

＊

＊

＊

穴掘りゲーム

岩魚のつかみどり

ウルトラクイズ

ジャンケン大会

いろいろな出店もあります。

お盆の一時をお楽しみください。

（お問い合わせ）

役場振興課へ（奮6－3131）

1号車
小谷発10時～堺松～新山～農協

スタンド～湯山公会堂～温泉入口

～農協松里支所～天水越集会所～

大厳寺高原着10時30分

2号車
　中尾集会所発9時50分～藤倉集

会所～布川防雪センター～下蝦池

大宝神社～五十子平入口～橋詰久

瀬屋前～大厳寺高原着10時30分

3号車

最近、いろんな町村で雪を使ったイベントが行われるようになりました。

　イベントの規模は別として、町内のどこの地区でも雪を保存しておいて、

7・8月の日曜日には、どこかの地区で雪まつりが行われているようにな

れば、おもしろいなと思いますがいかがでしょうか。

英知を出し合って話し合いませんか。　（振興課商工観光係）

　旧黒倉分校発10時～小川屋～農

協浦田支所～飯塚建設～坂中～田

麦立入口～台門橋～大厳寺高原着

10時30分

◎帰りは3台とも大厳寺高原を午

後3時30分に出発します。

ヤ

雪上開放タイムは大にぎわい

6

ー
ミ
O
ー
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7月の
フオト

ニュース

4
町
消
防
団
想
定
演
習

　
ヒ
月
卜
四
目
の
午
後
、
町
内
三
か

所
を
火
点
と
し
た
町
消
防
団
の
地
域

想
定
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
、
旧
浦
田
中
学
校
か
ら

出
火
と
い
う
想
定
に
は
、
浦
田
と
黒

倉
地
区
が
出
動
し
、
東
川
小
学
校
か

ら
出
火
と
い
う
想
定
に
は
、
布
川
と

松
里
地
区
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
三
時
に
は
松
之
山
小

学
校
か
ら
出
火
と
い
う
想
定
で
、
松

之
山
と
三
省
地
区
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
三
か
所
と
も
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に

　
一
斉
に
出
動
し
、
火
点
到
着
か
ら
放

水
ま
で
五
分
以
内
を
目
標
に
手
際
良

く
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
口
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
が
問
わ
れ

る
想
定
演
習
は
、
消
防
団
活
動
の
な

7
か
で
も
一
番
力
が
入
る
訓
練
で
す
。

　
今
回
は
比
較
的
水
利
に
恵
ま
れ
ま

し
た
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
遠
方
か

ら
中
継
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
も

あ
り
ま
し
た
。

　
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

本番さながらに放水する

8

3

婦人会の皆さんと楽しく歓談するお嫁さんたち

2
大
フ
イ
ー
バ
ー
の
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
田
地
区
婦
人
会
と
韓
国
か
ら
来
た
お
嫁
さ
ん

　
七
月
九
日
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
浦

田
地
区
婦
人
会
と
同
地
区
に
お
嫁
入

り
し
て
い
る
六
人
の
韓
国
の
お
嫁
さ

ん
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
六
十
人
の
婦
人
会
員
が

集
ま
り
、
招
待
さ
れ
た
六
人
の
お
嫁

さ
ん
た
ち
は
上
手
な
H
本
語
で
自
己

紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
六
人
の
方
々
は
、
曽
根
の
丸
山
珠

美
さ
ん
、
佐
藤
美
子
さ
ん
、
上
之
山

楽
し
い
保
育
所
合
同
ブ
ー
ル

　
七
月
二
十
五
日
午
前
十
時
よ
り
、

町
民
プ
ー
ル
の
幼
児
プ
ー
ル
で
、
町

内
三
保
育
所
の
年
長
組
の
み
な
さ
ん

が
合
同
プ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
園
児
の
う
ち
か
ら
プ
ー

ル
に
親
し
み
、
少
し
で
も
早
く
泳
げ

る
よ
う
に
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
指
導
者
は
大
島
村
教
育
委
員
会
の

武
江
朋
枝
さ
ん
で
、
保
母
さ
ん
に
負

け
な
い
く
ら
い
明
る
く
楽
し
く
園
児

に
指
導
を
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
水
に
馴
れ
る
た
め
、
水
の

か
け
っ
こ
や
手
を
つ
な
い
で
プ
ー
ル

を
歩
い
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
泳
げ
る
園
児
は
自
由
に

泳
ぎ
、
ま
だ
泳
げ
な
い
園
児
は
武
江

さ
ん
や
保
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
た

り
、
友
達
と
追
っ
か
け
っ
こ
を
し
た

り
と
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

　
年
長
組
の
合
同
プ
ー
ル
は
八
月
一

目
に
も
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
武
江

さ
ん
と
元
気
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
中
組
の
合
同
プ
ー
ル
は

七
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
、
水
を
怖

が
る
園
児
も
い
ま
し
た
が
、
水
遊
び

を
し
て
い
る
う
ち
に
馴
れ
た
の
か
、

少
し
づ
つ
遠
く
ま
で
泳
げ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
夏
は
水
の
事
故
が
多
発
し
ま
す
の

で
、
川
や
池
の
近
く
で
遊
ぶ
と
き
は

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

の
畔
上
靖
代
さ
ん
、
湯
之
島
の
妻
騨

容
子
さ
ん
、
中
原
の
村
山
淑
子
さ
ん
、

田
麦
立
の
妻
島
順
子
さ
ん
で
す
。

　
浦
田
に
来
ら
れ
た
の
は
早
い
人
で

三
年
前
、
今
年
一
月
に
来
ら
れ
た
新

婚
さ
ん
も
い
ま
す
。

　
交
流
会
は
小
さ
な
缶
ビ
ー
ル
の
乾

杯
か
ら
始
ま
り
、
用
意
さ
れ
た
r
作

り
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
寿
司
・
キ
ム

チ
・
果
物
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
に
ぎ

や
か
に
進
み
ま
し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
る
と
韓
国
の
歌

を
歌
っ
た
り
、
歌
に
合
わ
せ
て
踊
っ

た
り
と
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
韓
国
の
民
俗
衣
裳
を
着
た

お
嫁
さ
ん
た
ち
が
舞
踊
を
披
露
し
て

く
れ
、
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　
浦
田
地
区
で
は
今
回
の
企
画
が
大

成
功
を
納
め
た
の
で
、
今
後
と
も
こ

の
よ
う
な
交
流
会
を
開
催
し
た
い
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

藩貯㌦弩
　　　麟総騰・

》鎗　ヤ
＿、一艇雀．畝爺
　幼児プールで楽しく水遊ぴ

帳

人類みな兄弟、友達になった方々と楽しいスナッフ

4
在
県
外
国
青
年
と
の
ふ
れ
あ
い

　
七
月
十
九
H
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、

津
南
町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
を
会

場
に
、
新
潟
県
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
・
津
南
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
か
ら
も
高
校
生
や
青
年

が
参
加
し
、
世
界
各
国
か
ら
来
ら
れ

て
い
る
留
学
生
や
研
修
生
な
ど
と
生

き
た
国
際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
は
三
日
間
と
も
日
帰
り
参

加
で
し
た
が
、
青
年
の
み
な
さ
ん
は

外
国
青
年
と
い
っ
し
ょ
に
宿
泊
し
ま

し
た
。

　
日
本
語
が
あ
る
程
度
通
じ
ま
す
の

で
、
班
ご
と
に
自
己
紹
介
を
し
た
り
、

隣
の
人
と
話
し
を
し
た
り
と
み
な
さ

ん
す
ぐ
に
打
ち
と
け
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
行
動
が
多
く
、
グ
ル
ー

プ
対
抗
ゲ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
飯
．
こ
う
炊
さ
ん
な
ど

に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
環
境
問
題

に
つ
い
て
」
、
「
仕
事
に
つ
い
て
」
、

「
社
会
福
祉
に
つ
い
て
」
な
ど
五
つ

の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
、

自
国
の
例
を
あ
げ
て
活
発
な
討
論
を

し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
習
慣
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
な
か
な
か
発
表
意
見
が

決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
イ
ラ
ン
か
ら
来
ら
れ
た
女
性
が
発

表
し
た
意
見
は
、
　
「
日
本
の
若
者
は

悪
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
ア
メ
リ

カ
の
悪
い
所
を
真
似
し
て
い
る
。
そ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
日
本
に

残
さ
れ
た
文
化
や
伝
統
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
四
と
、
参
加
者
の
心
に
深

く
残
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
の
国
際
交
流
事
業
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
大
き
く
発

展
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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ー
霞
O
l

7月の
フオト

ニュース

4
町
消
防
団
想
定
演
習

　
ヒ
月
卜
四
目
の
午
後
、
町
内
三
か

所
を
火
点
と
し
た
町
消
防
団
の
地
域

想
定
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
、
旧
浦
田
中
学
校
か
ら

出
火
と
い
う
想
定
に
は
、
浦
田
と
黒

倉
地
区
が
出
動
し
、
東
川
小
学
校
か

ら
出
火
と
い
う
想
定
に
は
、
布
川
と

松
里
地
区
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
三
時
に
は
松
之
山
小

学
校
か
ら
出
火
と
い
う
想
定
で
、
松

之
山
と
三
省
地
区
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
三
か
所
と
も
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に

　
一
斉
に
出
動
し
、
火
点
到
着
か
ら
放

水
ま
で
五
分
以
内
を
目
標
に
手
際
良

く
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
口
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
が
問
わ
れ

る
想
定
演
習
は
、
消
防
団
活
動
の
な

7
か
で
も
一
番
力
が
入
る
訓
練
で
す
。

　
今
回
は
比
較
的
水
利
に
恵
ま
れ
ま

し
た
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
遠
方
か

ら
中
継
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
も

あ
り
ま
し
た
。

　
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

本番さながらに放水する

8

3

婦人会の皆さんと楽しく歓談するお嫁さんたち

2
大
フ
イ
ー
バ
ー
の
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
田
地
区
婦
人
会
と
韓
国
か
ら
来
た
お
嫁
さ
ん

　
七
月
九
日
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
浦

田
地
区
婦
人
会
と
同
地
区
に
お
嫁
入

り
し
て
い
る
六
人
の
韓
国
の
お
嫁
さ

ん
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
六
十
人
の
婦
人
会
員
が

集
ま
り
、
招
待
さ
れ
た
六
人
の
お
嫁

さ
ん
た
ち
は
上
手
な
H
本
語
で
自
己

紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
六
人
の
方
々
は
、
曽
根
の
丸
山
珠

美
さ
ん
、
佐
藤
美
子
さ
ん
、
上
之
山

楽
し
い
保
育
所
合
同
ブ
ー
ル

　
七
月
二
十
五
日
午
前
十
時
よ
り
、

町
民
プ
ー
ル
の
幼
児
プ
ー
ル
で
、
町

内
三
保
育
所
の
年
長
組
の
み
な
さ
ん

が
合
同
プ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
園
児
の
う
ち
か
ら
プ
ー

ル
に
親
し
み
、
少
し
で
も
早
く
泳
げ

る
よ
う
に
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
指
導
者
は
大
島
村
教
育
委
員
会
の

武
江
朋
枝
さ
ん
で
、
保
母
さ
ん
に
負

け
な
い
く
ら
い
明
る
く
楽
し
く
園
児

に
指
導
を
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
水
に
馴
れ
る
た
め
、
水
の

か
け
っ
こ
や
手
を
つ
な
い
で
プ
ー
ル

を
歩
い
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
泳
げ
る
園
児
は
自
由
に

泳
ぎ
、
ま
だ
泳
げ
な
い
園
児
は
武
江

さ
ん
や
保
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
た

り
、
友
達
と
追
っ
か
け
っ
こ
を
し
た

り
と
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

　
年
長
組
の
合
同
プ
ー
ル
は
八
月
一

目
に
も
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
武
江

さ
ん
と
元
気
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
中
組
の
合
同
プ
ー
ル
は

七
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
、
水
を
怖

が
る
園
児
も
い
ま
し
た
が
、
水
遊
び

を
し
て
い
る
う
ち
に
馴
れ
た
の
か
、

少
し
づ
つ
遠
く
ま
で
泳
げ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
夏
は
水
の
事
故
が
多
発
し
ま
す
の

で
、
川
や
池
の
近
く
で
遊
ぶ
と
き
は

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

の
畔
上
靖
代
さ
ん
、
湯
之
島
の
妻
騨

容
子
さ
ん
、
中
原
の
村
山
淑
子
さ
ん
、

田
麦
立
の
妻
島
順
子
さ
ん
で
す
。

　
浦
田
に
来
ら
れ
た
の
は
早
い
人
で

三
年
前
、
今
年
一
月
に
来
ら
れ
た
新

婚
さ
ん
も
い
ま
す
。

　
交
流
会
は
小
さ
な
缶
ビ
ー
ル
の
乾

杯
か
ら
始
ま
り
、
用
意
さ
れ
た
r
作

り
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
・
寿
司
・
キ
ム

チ
・
果
物
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
に
ぎ

や
か
に
進
み
ま
し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
る
と
韓
国
の
歌

を
歌
っ
た
り
、
歌
に
合
わ
せ
て
踊
っ

た
り
と
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
韓
国
の
民
俗
衣
裳
を
着
た

お
嫁
さ
ん
た
ち
が
舞
踊
を
披
露
し
て

く
れ
、
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　
浦
田
地
区
で
は
今
回
の
企
画
が
大

成
功
を
納
め
た
の
で
、
今
後
と
も
こ

の
よ
う
な
交
流
会
を
開
催
し
た
い
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

藩貯㌦弩
　　　麟総騰・

》鎗　ヤ
＿、一艇雀．畝爺
　幼児プールで楽しく水遊ぴ

帳

人類みな兄弟、友達になった方々と楽しいスナッフ

4
在
県
外
国
青
年
と
の
ふ
れ
あ
い

　
七
月
十
九
H
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、

津
南
町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
を
会

場
に
、
新
潟
県
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
・
津
南
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
か
ら
も
高
校
生
や
青
年

が
参
加
し
、
世
界
各
国
か
ら
来
ら
れ

て
い
る
留
学
生
や
研
修
生
な
ど
と
生

き
た
国
際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
は
三
日
間
と
も
日
帰
り
参

加
で
し
た
が
、
青
年
の
み
な
さ
ん
は

外
国
青
年
と
い
っ
し
ょ
に
宿
泊
し
ま

し
た
。

　
日
本
語
が
あ
る
程
度
通
じ
ま
す
の

で
、
班
ご
と
に
自
己
紹
介
を
し
た
り
、

隣
の
人
と
話
し
を
し
た
り
と
み
な
さ

ん
す
ぐ
に
打
ち
と
け
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
行
動
が
多
く
、
グ
ル
ー

プ
対
抗
ゲ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
飯
．
こ
う
炊
さ
ん
な
ど

に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
環
境
問
題

に
つ
い
て
」
、
「
仕
事
に
つ
い
て
」
、

「
社
会
福
祉
に
つ
い
て
」
な
ど
五
つ

の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
、

自
国
の
例
を
あ
げ
て
活
発
な
討
論
を

し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
習
慣
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
な
か
な
か
発
表
意
見
が

決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
イ
ラ
ン
か
ら
来
ら
れ
た
女
性
が
発

表
し
た
意
見
は
、
　
「
日
本
の
若
者
は

悪
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
ア
メ
リ

カ
の
悪
い
所
を
真
似
し
て
い
る
。
そ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
日
本
に

残
さ
れ
た
文
化
や
伝
統
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
四
と
、
参
加
者
の
心
に
深

く
残
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
の
国
際
交
流
事
業
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
大
き
く
発

展
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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I
O
ト
O
ー

騨り

「
松
之
山
町
の
将
来
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
提
言
・
感
想
文
大
募
集

　
松
之
山
町
で
は
、
農
林
業
の
振
興
、

地
場
産
業
の
育
成
に
よ
る
就
業
機
会

の
確
保
、
高
齢
者
対
策
の
推
進
、
地

域
社
会
環
境
の
整
備
な
ど
総
合
的
な

定
住
条
件
の
整
備
を
図
る
た
め
、
国

の
地
域
指
定
を
受
け
「
新
農
村
地
域

｛
疋
住
促
進
施
策
事
業
計
画
」
を
樹
立

中
で
す
。

　
こ
の
事
業
計
画
の
樹
立
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
住
民
の
関
心
を
高
め
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
創
意
工
夫

や
積
極
的
な
提
言
を
集
め
、
参
考
に

供
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
広
く
町
民
か
ら
の
提
言
、

感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
提
言
・
感
想
文
の

　
　
一
ア
ー
マ

　
次
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
テ
ー
マ

を
選
ぶ
も
の
と
す
る
。

「
松
之
山
町
の
将
来
を
考
え
る
」

「
明
日
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
私
は

　
γ
」
》
つ
田
心
》
つ
」

▼
募
集
方
法

－
、
応
募
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

イ
、
松
之
山
町
に
住
所
を
有
す
る
人
。

ロ
、
松
之
山
町
出
身
で
町
外
（
県
内

　
県
外
も
含
む
）
在
住
の
人
。

ハ
、
住
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
松

　
之
山
町
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
人
。

二
、
町
内
の
小
学
校
四
年
生
以
ヒ
の

　
児
童
、
中
学
生
、
高
校
生
。

2
、
応
募
原
稿
の
長
さ

　
タ
テ
書
き
の
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用

紙
で
三
～
五
枚
程
度
。

3
、
応
募
締
め
切
り

　
平
成
三
年
九
月
二
十
口
（
金
）
必

着
と
す
る
。

4
、
応
募
原
稿
の
送
付
先

　
〒
九
四
二
ー
一
四

新
潟
県
東
頸
城
郡
松
之
山
町
松
之
山

　
松
之
山
町
役
場
産
業
課
内

　
　
「
提
言
・
感
想
文
募
集
」
係

　
原
稿
に
は
必
ず
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
審
　
査

　
提
言
・
感
想
文
は
、
町
長
が
委
嘱

す
る
審
査
委
員
で
構
成
す
る
審
査
委

員
会
で
審
査
し
、
入
患
作
を
決
定
し

ま
す
。▼

入
選
発
表

　
人
選
者
に
颪
接
通
知
す
る
と
と
も

に
、
広
報
・
新
聞
等
で
発
表
す
る
。

▼
表
　
彰

　
入
選
作
の
点
数
及
び
表
彰
は
次
の

と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞
　
一
編

　
賞
状
と
賞
金
五
万
円

　
　
　
　
　
（
ま
た
は
図
書
券
）

優
秀
賞
　
三
編

　
賞
状
と
賞
金
三
．
乃
円

　
　
　
　
　
（
ま
た
は
図
書
券
）

優
良
賞
　
四
編

　
賞
状
と
賞
金
｝
万
円

　
　
　
　
　
（
ま
た
は
図
書
券
）

▼
そ
の
他

　
表
超
彰
は
、
十
月
二
卜
七
H
に
開
催

さ
れ
る
町
農
業
祭
で
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
H
、
取
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
の

四
占
川
は
、
卜
】
月
号
の
広
報
か
ら
一

点
、
、
つ
つ
掲
載
予
｛
疋
で
す
。

　
家
族
で
友
達
同
士
で
考
え
て
、
ぜ

ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

’0

松
之
山
町
ふ
る
さ
と

　
　
生
活
体
験
交
流
館
着
工

　
し
ー
．
一
ト
し
i
．
卜
砿
L
？
．
・
．
卜
〉

　
　
ノ
　
　
ノ
ラ
ノ
ら
ノ
ル
　
　
ノ
ノ

よ
り
、
黒
倉
地
内
に
造
ら
れ
る
松
之

山
町
ふ
る
さ
レ
」
生
活
体
験
交
流
館
の

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
σ
交
流
館
は
、
木
造
一
部
鉄
骨

噸
迫
一
．
階
建
約
ヒ
〇
二
〇
㎡
、
四
卜
人
が

宿
泊
可
能
な
施
設
で
す
。

　
．
†
成
四
年
．
、
一
月
末
｛
、
ん
成
を
め
、
ざ
し
、

現
在
〃
，
心
ビ
ッ
チ
で
．
L
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
交
流
館
の
位
置
よ
り
約
八

O
O
m
．
ト
っ
た
谷
問
の
岩
肌
か
ら
湧

出
し
て
い
る
鉱
泉
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ

し
、
加
熱
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
流
館
の
完
成
に
よ
り
、
町

民
の
新
た
な
就
業
の
場
が
で
き
、
地

区
及
び
町
内
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
今
年
度
は
交
流
館
の
建
設
工
．
事
、

鉱
泉
導
人
．
L
事
、
水
道
工
事
な
ど
が

行
わ
れ
、
来
年
度
は
ミ
ニ
畜
舎
一
棟
、

ふ
る
さ
と
体
験
農
場
一
ヘ
タ
タ
ー
ル

の
．
L
事
が
予
｛
疋
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ザ
ー

工事の安全を祈願する黒倉の総代さん

　
　
　
・
　
乗
目

　
七
月
二
十
六
H
町
民
プ
ー
ル
で
、

第
こ
ト
一
回
松
之
山
町
学
竜
親
善
水

泳
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
年
生
以
h
の
全
児
童
が
参
加
し
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
各
校
の
テ
ン
ト

が
張
ら
れ
、
一
生
懸
命
泳
ぐ
選
f
た

ち
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
学
年
・
男
女
・
種
目
別
と

細
か
く
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

一
位
の
方
の
み
掲
載
し
ま
し
た
。

　
㊨
は
新
記
録
を
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
男
女
学
年
関
係
な
し
の
二

五
、
m
バ
タ
フ
ラ
イ
の
一
位
は
、
浦
田

の
久
保
田
宙
君
（
2
1
秒
2
〉
で
し
た
。
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騨り

「
松
之
山
町
の
将
来
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
提
言
・
感
想
文
大
募
集

　
松
之
山
町
で
は
、
農
林
業
の
振
興
、

地
場
産
業
の
育
成
に
よ
る
就
業
機
会

の
確
保
、
高
齢
者
対
策
の
推
進
、
地

域
社
会
環
境
の
整
備
な
ど
総
合
的
な

定
住
条
件
の
整
備
を
図
る
た
め
、
国

の
地
域
指
定
を
受
け
「
新
農
村
地
域

｛
疋
住
促
進
施
策
事
業
計
画
」
を
樹
立

中
で
す
。

　
こ
の
事
業
計
画
の
樹
立
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
住
民
の
関
心
を
高
め
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
創
意
工
夫

や
積
極
的
な
提
言
を
集
め
、
参
考
に

供
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
広
く
町
民
か
ら
の
提
言
、

感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
提
言
・
感
想
文
の

　
　
一
ア
ー
マ

　
次
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
テ
ー
マ

を
選
ぶ
も
の
と
す
る
。

「
松
之
山
町
の
将
来
を
考
え
る
」

「
明
日
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
私
は

　
γ
」
》
つ
田
心
》
つ
」

▼
募
集
方
法

－
、
応
募
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

イ
、
松
之
山
町
に
住
所
を
有
す
る
人
。

ロ
、
松
之
山
町
出
身
で
町
外
（
県
内

　
県
外
も
含
む
）
在
住
の
人
。

ハ
、
住
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
松

　
之
山
町
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
人
。

二
、
町
内
の
小
学
校
四
年
生
以
ヒ
の

　
児
童
、
中
学
生
、
高
校
生
。

2
、
応
募
原
稿
の
長
さ

　
タ
テ
書
き
の
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用

紙
で
三
～
五
枚
程
度
。

3
、
応
募
締
め
切
り

　
平
成
三
年
九
月
二
十
口
（
金
）
必

着
と
す
る
。

4
、
応
募
原
稿
の
送
付
先

　
〒
九
四
二
ー
一
四

新
潟
県
東
頸
城
郡
松
之
山
町
松
之
山

　
松
之
山
町
役
場
産
業
課
内

　
　
「
提
言
・
感
想
文
募
集
」
係

　
原
稿
に
は
必
ず
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
審
　
査

　
提
言
・
感
想
文
は
、
町
長
が
委
嘱

す
る
審
査
委
員
で
構
成
す
る
審
査
委

員
会
で
審
査
し
、
入
患
作
を
決
定
し

ま
す
。▼

入
選
発
表

　
人
選
者
に
颪
接
通
知
す
る
と
と
も

に
、
広
報
・
新
聞
等
で
発
表
す
る
。

▼
表
　
彰

　
入
選
作
の
点
数
及
び
表
彰
は
次
の

と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞
　
一
編

　
賞
状
と
賞
金
五
万
円

　
　
　
　
　
（
ま
た
は
図
書
券
）

優
秀
賞
　
三
編

　
賞
状
と
賞
金
三
．
乃
円

　
　
　
　
　
（
ま
た
は
図
書
券
）

優
良
賞
　
四
編

　
賞
状
と
賞
金
｝
万
円

　
　
　
　
　
（
ま
た
は
図
書
券
）

▼
そ
の
他

　
表
超
彰
は
、
十
月
二
卜
七
H
に
開
催

さ
れ
る
町
農
業
祭
で
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
H
、
取
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
の

四
占
川
は
、
卜
】
月
号
の
広
報
か
ら
一

点
、
、
つ
つ
掲
載
予
｛
疋
で
す
。

　
家
族
で
友
達
同
士
で
考
え
て
、
ぜ

ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

’0

松
之
山
町
ふ
る
さ
と

　
　
生
活
体
験
交
流
館
着
工

　
し
ー
．
一
ト
し
i
．
卜
砿
L
？
．
・
．
卜
〉

　
　
ノ
　
　
ノ
ラ
ノ
ら
ノ
ル
　
　
ノ
ノ

よ
り
、
黒
倉
地
内
に
造
ら
れ
る
松
之

山
町
ふ
る
さ
レ
」
生
活
体
験
交
流
館
の

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
σ
交
流
館
は
、
木
造
一
部
鉄
骨

噸
迫
一
．
階
建
約
ヒ
〇
二
〇
㎡
、
四
卜
人
が

宿
泊
可
能
な
施
設
で
す
。

　
．
†
成
四
年
．
、
一
月
末
｛
、
ん
成
を
め
、
ざ
し
、

現
在
〃
，
心
ビ
ッ
チ
で
．
L
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
交
流
館
の
位
置
よ
り
約
八

O
O
m
．
ト
っ
た
谷
問
の
岩
肌
か
ら
湧

出
し
て
い
る
鉱
泉
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ

し
、
加
熱
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
流
館
の
完
成
に
よ
り
、
町

民
の
新
た
な
就
業
の
場
が
で
き
、
地

区
及
び
町
内
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
今
年
度
は
交
流
館
の
建
設
工
．
事
、

鉱
泉
導
人
．
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事
、
水
道
工
事
な
ど
が

行
わ
れ
、
来
年
度
は
ミ
ニ
畜
舎
一
棟
、

ふ
る
さ
と
体
験
農
場
一
ヘ
タ
タ
ー
ル

の
．
L
事
が
予
｛
疋
さ
れ
て
い
ま
す
。
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泳
ぎ

　
小
野
塚
稔
（
東
川
）

▼
一
〇
〇
m
平
泳
ぎ

　
相
沢
政
徳
（
松
之
山
）

▼
二
五
m
背
泳
ぎ

　
渡
辺
　
寛
（
松
之
山
）

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
渡
辺
　
寛
（
松
之
山
）

◎
五
年
生
女
子

▼
二
、
互
m
自
由
形

　
丸
山
淳
子
（
東
川
）

▼
．
九
〇
m
自
由
形

　
高
橋
妙
子
（
松
里
）

1
・
3
5
・
6

25
・
6

55
・
9

2
。
）
・
3

雛
・
2

l
l2

5

玲
・
9

39
・
7

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
佐
藤
友
紀
（
浦
田
）

▼
二
五
m
．
平
泳
ぎ

　
相
沢
靖
子
（
東
川
）

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
佐
藤
友
紀
（
浦
田
）

▼
一
〇
〇
m
．
平
泳
ぎ

　
高
沢
喬
．
f
（
松
里
）

▼
二
五
m
背
泳
ぎ

　
村
山
久
美
（
松
里
）

◎
六
年
生
男
子

▼
二
．
五
m
自
由
形

　
高
橋
佳
男
（
松
里
）

▼
五
〇
m
向
由
形

　
小
野
塚
良
康
（
東
川
）

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

ホ
　
　
　
　
　
の

．
雛
轟

　
　
　
　
　
瑚

　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
“
4

　
　
　
　
　
　
　
、
》

　
　
ザ
　
e
｝
蹴

④
1
・
3
3
・
9

25
・
3

④
5
2
・
1

⑳
ぞ

（￥）

8

25
　1

16
・
3

㊧
3
6
・
1

1
・
2
3
・
7

スタートの一瞬、がんばれ！

▼
二
五
m
、
平
泳
ぎ

　
高
橋
佳
男
（
松
里
）
　
　
　
2
1
・
2

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
将
人
（
東
川
）
　
　
4
6
・
7

▼
一
〇
〇
m
、
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
将
人
（
東
川
）
㊨
1
・
4
2
・
3

▼
二
五
m
背
泳
ぎ

　
竹
内
寛
揮
（
浦
田
）
　
　
⑳
別
・
5

▼
五
〇
m
背
泳
－
ぎ

　
田
辺
良
和
（
松
之
山
）
　
　
5
3
・
9

◎
六
年
生
女
子

▼
二
五
m
自
由
形

　
佐
藤
　
愛
（
松
里
）
　
　
　
1
7
・
2

▼
五
〇
m
自
由
形

　
佐
藤
愛
（
松
里
）
　
　
　
4
0
・
4

▼
一
〇
〇
m
自
由
形

　
草
村
真
利
．
子
（
松
之
山
）
1
・
4
5
・
8

▼
二
五
m
平
泳
ぎ

　
笈
川
志
摩
（
浦
田
）
　
　
　
2
4
・
0

▼
五
〇
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
真
紀
（
東
川
）
　
　
5
0
・
6

▼
一
〇
〇
m
平
泳
ぎ

　
小
野
塚
真
紀
（
東
川
）
　
1
・
5
5
・
7

▼
二
五
m
背
泳
ぎ

　
小
口
直
美
（
松
之
山
）
　
　
22
・
4

▼
五
〇
m
背
泳
ぎ

　
小
H
直
美
（
松
之
山
）
　
　
5
2
・
1

◎
二
〇
〇
M
リ
レ
ー

▼
男
チ
束
川
A
　
　
2
・
4
0
・
－

▼
女
子
　
松
里
A
　
　
　
2
・
5
0
・
0

‘‘
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集
落
探
訪

一

歴
史
と
地
陪
1
］
　
圃
園

　
町
の
北
部
に
位
置
し
、
国
道
三
五

三
号
線
が
集
落
内
を
通
る
。

　
地
名
に
つ
い
て
は
地
形
的
な
要
因
、

す
な
わ
ち
「
小
さ
な
谷
」
に
起
因
す

る
と
思
わ
れ
る
。

　
字
苅
安
・
居
村
地
内
か
ら
縄
文
中

期
の
土
器
・
石
器
が
出
土
し
、
字
長

者
原
か
ら
も
縄
文
早
期
頃
と
思
わ
れ

る
石
罷
が
出
土
し
て
い
る
。

　
中
世
以
前
の
小
谷
集
落
の
位
置
に

つ
い
て
は
、
新
山
・
水
梨
・
黒
倉
の

三
集
落
に
囲
ま
れ
た
松
川
ヒ
流
地
域

に
あ
り
、
地
す
べ
り
に
よ
り
現
在
の

位
置
に
移
転
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
石
油
の
採
掘
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

が
、
埋
蔵
量
が
少
な
か
っ
た
の
で
不

採
算
油
井
が
増
加
し
、
し
だ
い
に
衰

退
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
春
、
、
白
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
三
省
小
学
校
が
松
之
山

小
学
校
に
統
合
さ
れ
、
校
舎
は
啓
倫

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
若
者
の
研

修
所
と
な
っ
た
。

　
　
　
、
（
一
κ
九
八
）
年
卜
杉
景

勝
は
会
津
に
移
封
さ
れ
、
か
わ
っ
て

越
後
へ
入
封
し
た
堀
秀
治
は
所
領
の

検
地
（
堀
検
地
）
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
時
の
小
谷
村
検
地
帳
（
写
）

が
現
存
し
、
県
内
で
も
数
少
な
い
貴

重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
総
筆

数
は
六
十
筆
で
、
家
数
二
軒
、
名
請

人
四
人
、
村
高
十
石
一
斗
六
升
と
な

っ
て
い
る
。

　
地
名
で
は
「
は
く
さ
ん
た
・
や
し

き
た
・
か
わ
は
た
・
い
平
・
は
し
ば

お
ち
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
地
名
と
一
致
し
て
い
る
所
は

極
め
て
少
な
い
．

厚
い
神
社
信
仰
」

　
白
山
神
社
は
天
文
、
二
（
一
五
三
四
）

年
七
月
五
日
創
立
と
伝
え
ら
れ
、
町

内
神
社
の
な
か
で
む
占
い
．
歴
史
を
も

っ
て
い
る
。

　
境
内
の
一
画
に
は
大
正
f
一
（
一

九
二
二
）
年
六
月
十
五
H
に
合
祀
さ

れ
た
、
運
祐
神
社
（
石
祠
）
と
秋
葉

社
（
石
碑
）
が
鎮
座
し
て
い
る
。

　
道
祖
神
社
は
宝
暦
卜
一
（
一
七
六

一
）
年
一
．
一
月
の
創
立
と
伝
え
ら
れ
、

庚
申
信
仰
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ

猿
田
彦
命
を
祭
神
と
し
て
い
た
。

　
秋
葉
社
は
弘
化
二
（
一
八
四
五
）

年
三
月
二
十
日
の
小
谷
村
大
火
（
六

軒
焼
失
）
直
後
に
、
火
伏
せ
の
た
め

創
立
さ
れ
た
．

　
そ
の
後
小
谷
で
は
火
災
が
発
生
せ

ず
、
昭
和
三
十
三
年
集
会
所
前
の
防

火
用
水
脇
に
「
肖
十
三
年
無
火
災
記

念
碑
」
が
建
立
さ
れ
、
現
在
も
無
火

災
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
白
山
神
社
一
帯

は
古
く
か
ら
集
落
内
の
聖
地
と
し
て

厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

小
谷
信
用
組
合

　
明
治
三
十
k
（
一
九
〇
四
）
年
九

月
卜
七
H
、
松
之
山
町
内
で
最
初
の

信
用
組
合
が
小
谷
で
設
立
さ
れ
た
。

　
組
合
員
数
四
十
九
人
と
小
さ
か
っ

た
が
、
銀
行
等
の
金
融
機
関
が
な
い

山
村
に
と
っ
て
信
用
組
合
の
設
立
は
、

産
業
の
振
興
・
農
民
の
生
活
改
善
や

自
立
に
役
立
っ
た
。

　
大
正
十
一
年
解
散
し
、
松
之
山
村

信
用
購
買
販
売
利
用
組
合
に
同
年
加

入
し
た
。

　
白
山
神
社
境
内
に
あ
り
、
平
成
三

年
二
月
に
町
指
定
文
化
財
と
な
る
。

　
町
内
に
あ
る
ケ
ヤ
キ
の
中
で
は
、

湯
山
の
大
ケ
ヤ
キ
に
次
ぐ
大
き
さ
で
、

目
通
り
六
・
三
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
約

二
十
メ
ー
ト
ル
の
巨
木
で
あ
る
。

　
樹
齢
は
不
明
だ
が
、
枝
は
大
き
く

張
り
出
し
樹
勢
は
よ
い
。

三
省
小
学
校

　
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
四
月
、

小
谷
の
大
日
堂
を
借
り
て
三
省
小
学

校
が
開
校
し
た
。

　
同
年
十
月
水
梨
の
阿
弥
陀
堂
へ
移

転
し
、
翌
明
治
九
年
八
月
現
在
地
に

校
舎
新
築
と
、
近
代
学
校
制
度
の
発

足
に
小
さ
な
村
は
振
回
さ
れ
た
。

　
最
高
三
百
人
近
く
い
た
児
童
も
過

疎
化
の
進
行
に
よ
り
激
減
し
、
昭
和

六
十
三
年
の
閉
校
時
に
は
九
人
の
児

童
し
か
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
．
t
《
、

　
　
　
σ
　
ヘ
　
ン

　
ギ
、
’
！
方
シ

　
　
戸
覧
．
』
八
の

　
　
　
　
ヤ

　
ー
仲
　
矯
方
落

　
　
　
』
、
四
集

　
　
　
　
～
が
谷

　
　
　
し
、
枝
小

　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
卵
　
こ
　
　
　
、
　
　
。

〆・　・洋　　　　・■，

　白山神社の境内を覆うよう

　張り出している大ケヤキは

　ボルとして親しまれている

ミ
ュ
ー

七
月
四
・
夜
、
町
民
体
育
館
繭

嵐
誓
、
寸
ジ
カ
ル
「
星
と
波
と
題

と
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
、

飾
に
は
約
究
・
あ
馨
が

　
　
、
レ
菱
し
冑
の
…
囲
演
を
今
か
今

人
り
　
ノ
・
イ
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
の

か
と
待
ち
ま
し
た
　
　
　
　
　
！
重

保
坂
轟
講
、
．
年
団
轟
講

　
の
あ
い
さ
つ
が
終
わ
る
と
　
．
硝
　
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ヱ
ク
ヨ
し

　
「
東
洋
建
設
社
員
寮
に
て
．
神
び
し

え
る
匝
が
鯵
呈
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
）
ー
．
り
・
｝
課
り

　
　
、
勺
也
と
異
な
る
，
胃
ぴ
，
函
O
昏

　
　
ト
ら
ヱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ド
リ
ァ
　

て
し
毛
た
観
光
董
、
そ
び
ヤ

馨
す
莚
裟
葵
一
貝
、
と
、
ら
に

　
戴
争
の
爪
跡
を
今
も
受
羅
ぐ
5

　
ガ
・

　
　
刑
引

　
　
　
　
）
、
、
）
）
　
そ
し
て
人
惜
力

　
　
本
と
σ
カ
カ
オ
ー

　
　
～
』
』
幸
よ
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
な
カ
．

　
　
壌
の
広
場
疲
場
執
し
い
旅

　
　
＼
と
題
し
、
迷
い
込
ん
だ
ジ
ャ
ン

　
　
炉
羅
死
し
た
呆
訴
輿
轟
に

　
　
呉
い
・
村
の
広
場
荏
簑
汽

ジ
カ
ル
大
成
功

持
つ
愛
憎
を
培
に
響
て
く
れ
虫

し
た
。磐

縞
、
蒔
謄
及
ぶ
L
演
を

　
　
　
　
　
ヘ
ヒ
ご
弛
る
、
、
㍉

t

む
か
ら
楽
し
ノ
ノ
、
、
t
　
　
。

ア
b
迫
力
髭
倒
＼
五
と
た

ジ
ノ
ノ
σ
メ
幽
ぶ
箔
実
纏

　
第
．
幕
葺
ー
。
り
㌧
洋

　会

な
ど
の
誰
嘗
…
哲
レ
ゼ
ヤ
さ

し
ま
し
た
。

　
　
、
　
・
κ
月
入
形
セ
ツ
ト
に
叫

　
し
カ
し

誉
侃
七
薦
方
磁
え
ら
れ

，
、
こ
丘
可
写
卜
唄
で
当
選
者
を
捜

ず
　
　
地
イ
“
、
｛
ー

し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
」
よ
・
貨
易
勾
の

　
し
当
り
の
あ
る
ノ
レ
　
・
f
上
、

彩
轟
鷺
（
占
川
濠
で
ご
連

　
父
ロ
！
＼
だ
図
」
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
，
糸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

下
布
川
地
区

コ
、
、
三
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
着
工

　
七
月
…
．
一
日
午
前
卜
時
よ
り
、
卜
布

川
地
区
コ
、
、
、
－
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
ト
布
川
地
区
の

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
計
画

さ
れ
、
鉄
骨
造
、
、
階
建
．
、
四
．
．
㎡
の

り
っ
ぱ
な
建
物
で
す
。

　
ま
た
、
運
動
広
場
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
）
も
同
時
に
造
成
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
r
事
の
安
全
を
、
地
区

の
方
々
と
関
係
者
が
祈
願
し
ま
し
た
。

　
ド
布
川
地
区
に
は
、
旧
坪
野
小
学

『

お礼を述べる
　　　保坂青年団長

一＿’
すばらしいス丁

校
を
利
用
し
た
公
民
館
の
坪
野
分
館

が
あ
り
ま
す
が
、
場
所
が
不
便
な
こ

と
と
木
造
老
朽
校
舎
の
た
め
維
持
管

理
が
大
変
で
し
た
。

　
今
度
建
設
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
は
下

布
川
地
区
の
↓
等
地
に
位
置
し
、
地

区
の
方
々
の
利
用
も
大
い
に
期
待
で

き
ま
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
一
口
も
早
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
工
事
が
噴
調
に

進
め
ば
よ
い
で
す
ね
。

　
　
　
．
驚
．
溶
、
隷
響
眉
「
、

、
．
“
聾
饗

』
嵐
　
．
、
、
漣
摩
醜

　
　
ヤ
』

　
　
ク

　
　
ニ
智

軌
、
γ　

　
．
・
砦
㌃

麟耀▼倉「量捜・，▼墨

ぎlr葱婿箏

霧診糞暴聡辱轟嚇
　　響∵・　酬『’冒ヴー　　　・　　ド『脂一’2‘く嵐

ボ☆…醤凱』一・　　　・1」『』

，＿・　　　　　ピ駆『丁．：．、、微一』・∫・一轡

　　　　　工事の安全を祈願する関係者
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集
落
探
訪

一

歴
史
と
地
陪
1
］
　
圃
園

　
町
の
北
部
に
位
置
し
、
国
道
三
五

三
号
線
が
集
落
内
を
通
る
。

　
地
名
に
つ
い
て
は
地
形
的
な
要
因
、

す
な
わ
ち
「
小
さ
な
谷
」
に
起
因
す

る
と
思
わ
れ
る
。

　
字
苅
安
・
居
村
地
内
か
ら
縄
文
中

期
の
土
器
・
石
器
が
出
土
し
、
字
長

者
原
か
ら
も
縄
文
早
期
頃
と
思
わ
れ

る
石
罷
が
出
土
し
て
い
る
。

　
中
世
以
前
の
小
谷
集
落
の
位
置
に

つ
い
て
は
、
新
山
・
水
梨
・
黒
倉
の

三
集
落
に
囲
ま
れ
た
松
川
ヒ
流
地
域

に
あ
り
、
地
す
べ
り
に
よ
り
現
在
の

位
置
に
移
転
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
石
油
の
採
掘
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

が
、
埋
蔵
量
が
少
な
か
っ
た
の
で
不

採
算
油
井
が
増
加
し
、
し
だ
い
に
衰

退
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
春
、
、
白
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
三
省
小
学
校
が
松
之
山

小
学
校
に
統
合
さ
れ
、
校
舎
は
啓
倫

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
若
者
の
研

修
所
と
な
っ
た
。

　
　
　
、
（
一
κ
九
八
）
年
卜
杉
景

勝
は
会
津
に
移
封
さ
れ
、
か
わ
っ
て

越
後
へ
入
封
し
た
堀
秀
治
は
所
領
の

検
地
（
堀
検
地
）
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
時
の
小
谷
村
検
地
帳
（
写
）

が
現
存
し
、
県
内
で
も
数
少
な
い
貴

重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
総
筆

数
は
六
十
筆
で
、
家
数
二
軒
、
名
請

人
四
人
、
村
高
十
石
一
斗
六
升
と
な

っ
て
い
る
。

　
地
名
で
は
「
は
く
さ
ん
た
・
や
し

き
た
・
か
わ
は
た
・
い
平
・
は
し
ば

お
ち
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
地
名
と
一
致
し
て
い
る
所
は

極
め
て
少
な
い
．

厚
い
神
社
信
仰
」

　
白
山
神
社
は
天
文
、
二
（
一
五
三
四
）

年
七
月
五
日
創
立
と
伝
え
ら
れ
、
町

内
神
社
の
な
か
で
む
占
い
．
歴
史
を
も

っ
て
い
る
。

　
境
内
の
一
画
に
は
大
正
f
一
（
一

九
二
二
）
年
六
月
十
五
H
に
合
祀
さ

れ
た
、
運
祐
神
社
（
石
祠
）
と
秋
葉

社
（
石
碑
）
が
鎮
座
し
て
い
る
。

　
道
祖
神
社
は
宝
暦
卜
一
（
一
七
六

一
）
年
一
．
一
月
の
創
立
と
伝
え
ら
れ
、

庚
申
信
仰
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ

猿
田
彦
命
を
祭
神
と
し
て
い
た
。

　
秋
葉
社
は
弘
化
二
（
一
八
四
五
）

年
三
月
二
十
日
の
小
谷
村
大
火
（
六

軒
焼
失
）
直
後
に
、
火
伏
せ
の
た
め

創
立
さ
れ
た
．

　
そ
の
後
小
谷
で
は
火
災
が
発
生
せ

ず
、
昭
和
三
十
三
年
集
会
所
前
の
防

火
用
水
脇
に
「
肖
十
三
年
無
火
災
記

念
碑
」
が
建
立
さ
れ
、
現
在
も
無
火

災
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
白
山
神
社
一
帯

は
古
く
か
ら
集
落
内
の
聖
地
と
し
て

厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

小
谷
信
用
組
合

　
明
治
三
十
k
（
一
九
〇
四
）
年
九

月
卜
七
H
、
松
之
山
町
内
で
最
初
の

信
用
組
合
が
小
谷
で
設
立
さ
れ
た
。

　
組
合
員
数
四
十
九
人
と
小
さ
か
っ

た
が
、
銀
行
等
の
金
融
機
関
が
な
い

山
村
に
と
っ
て
信
用
組
合
の
設
立
は
、

産
業
の
振
興
・
農
民
の
生
活
改
善
や

自
立
に
役
立
っ
た
。

　
大
正
十
一
年
解
散
し
、
松
之
山
村

信
用
購
買
販
売
利
用
組
合
に
同
年
加

入
し
た
。

　
白
山
神
社
境
内
に
あ
り
、
平
成
三

年
二
月
に
町
指
定
文
化
財
と
な
る
。

　
町
内
に
あ
る
ケ
ヤ
キ
の
中
で
は
、

湯
山
の
大
ケ
ヤ
キ
に
次
ぐ
大
き
さ
で
、

目
通
り
六
・
三
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
約

二
十
メ
ー
ト
ル
の
巨
木
で
あ
る
。

　
樹
齢
は
不
明
だ
が
、
枝
は
大
き
く

張
り
出
し
樹
勢
は
よ
い
。

三
省
小
学
校

　
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
四
月
、

小
谷
の
大
日
堂
を
借
り
て
三
省
小
学

校
が
開
校
し
た
。

　
同
年
十
月
水
梨
の
阿
弥
陀
堂
へ
移

転
し
、
翌
明
治
九
年
八
月
現
在
地
に

校
舎
新
築
と
、
近
代
学
校
制
度
の
発

足
に
小
さ
な
村
は
振
回
さ
れ
た
。

　
最
高
三
百
人
近
く
い
た
児
童
も
過

疎
化
の
進
行
に
よ
り
激
減
し
、
昭
和

六
十
三
年
の
閉
校
時
に
は
九
人
の
児

童
し
か
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
．
t
《
、

　
　
　
σ
　
ヘ
　
ン

　
ギ
、
’
！
方
シ

　
　
戸
覧
．
』
八
の

　
　
　
　
ヤ

　
ー
仲
　
矯
方
落

　
　
　
』
、
四
集

　
　
　
　
～
が
谷

　
　
　
し
、
枝
小

　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
卵
　
こ
　
　
　
、
　
　
。

〆・　・洋　　　　・■，

　白山神社の境内を覆うよう

　張り出している大ケヤキは

　ボルとして親しまれている

ミ
ュ
ー

七
月
四
・
夜
、
町
民
体
育
館
繭

嵐
誓
、
寸
ジ
カ
ル
「
星
と
波
と
題

と
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
、

飾
に
は
約
究
・
あ
馨
が

　
　
、
レ
菱
し
冑
の
…
囲
演
を
今
か
今

人
り
　
ノ
・
イ
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
の

か
と
待
ち
ま
し
た
　
　
　
　
　
！
重

保
坂
轟
講
、
．
年
団
轟
講

　
の
あ
い
さ
つ
が
終
わ
る
と
　
．
硝
　
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ヱ
ク
ヨ
し

　
「
東
洋
建
設
社
員
寮
に
て
．
神
び
し

え
る
匝
が
鯵
呈
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
）
ー
．
り
・
｝
課
り

　
　
、
勺
也
と
異
な
る
，
胃
ぴ
，
函
O
昏

　
　
ト
ら
ヱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ド
リ
ァ
　

て
し
毛
た
観
光
董
、
そ
び
ヤ

馨
す
莚
裟
葵
一
貝
、
と
、
ら
に

　
戴
争
の
爪
跡
を
今
も
受
羅
ぐ
5

　
ガ
・

　
　
刑
引

　
　
　
　
）
、
、
）
）
　
そ
し
て
人
惜
力

　
　
本
と
σ
カ
カ
オ
ー

　
　
～
』
』
幸
よ
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
な
カ
．

　
　
壌
の
広
場
疲
場
執
し
い
旅

　
　
＼
と
題
し
、
迷
い
込
ん
だ
ジ
ャ
ン

　
　
炉
羅
死
し
た
呆
訴
輿
轟
に

　
　
呉
い
・
村
の
広
場
荏
簑
汽

ジ
カ
ル
大
成
功

持
つ
愛
憎
を
培
に
響
て
く
れ
虫

し
た
。磐

縞
、
蒔
謄
及
ぶ
L
演
を

　
　
　
　
　
ヘ
ヒ
ご
弛
る
、
、
㍉

t

む
か
ら
楽
し
ノ
ノ
、
、
t
　
　
。

ア
b
迫
力
髭
倒
＼
五
と
た

ジ
ノ
ノ
σ
メ
幽
ぶ
箔
実
纏

　
第
．
幕
葺
ー
。
り
㌧
洋

　会

な
ど
の
誰
嘗
…
哲
レ
ゼ
ヤ
さ

し
ま
し
た
。

　
　
、
　
・
κ
月
入
形
セ
ツ
ト
に
叫

　
し
カ
し

誉
侃
七
薦
方
磁
え
ら
れ

，
、
こ
丘
可
写
卜
唄
で
当
選
者
を
捜

ず
　
　
地
イ
“
、
｛
ー

し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
」
よ
・
貨
易
勾
の

　
し
当
り
の
あ
る
ノ
レ
　
・
f
上
、

彩
轟
鷺
（
占
川
濠
で
ご
連

　
父
ロ
！
＼
だ
図
」
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
，
糸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

下
布
川
地
区

コ
、
、
三
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
着
工

　
七
月
…
．
一
日
午
前
卜
時
よ
り
、
卜
布

川
地
区
コ
、
、
、
－
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
ト
布
川
地
区
の

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
計
画

さ
れ
、
鉄
骨
造
、
、
階
建
．
、
四
．
．
㎡
の

り
っ
ぱ
な
建
物
で
す
。

　
ま
た
、
運
動
広
場
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
）
も
同
時
に
造
成
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
r
事
の
安
全
を
、
地
区

の
方
々
と
関
係
者
が
祈
願
し
ま
し
た
。

　
ド
布
川
地
区
に
は
、
旧
坪
野
小
学

『

お礼を述べる
　　　保坂青年団長

一＿’
すばらしいス丁

校
を
利
用
し
た
公
民
館
の
坪
野
分
館

が
あ
り
ま
す
が
、
場
所
が
不
便
な
こ

と
と
木
造
老
朽
校
舎
の
た
め
維
持
管

理
が
大
変
で
し
た
。

　
今
度
建
設
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
は
下

布
川
地
区
の
↓
等
地
に
位
置
し
、
地

区
の
方
々
の
利
用
も
大
い
に
期
待
で

き
ま
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
一
口
も
早
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
工
事
が
噴
調
に

進
め
ば
よ
い
で
す
ね
。

　
　
　
．
驚
．
溶
、
隷
響
眉
「
、

、
．
“
聾
饗

』
嵐
　
．
、
、
漣
摩
醜

　
　
ヤ
』

　
　
ク

　
　
ニ
智

軌
、
γ　

　
．
・
砦
㌃

麟耀▼倉「量捜・，▼墨

ぎlr葱婿箏

霧診糞暴聡辱轟嚇
　　響∵・　酬『’冒ヴー　　　・　　ド『脂一’2‘く嵐

ボ☆…醤凱』一・　　　・1」『』

，＿・　　　　　ピ駆『丁．：．、、微一』・∫・一轡

　　　　　工事の安全を祈願する関係者
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国民健康保険・国民年金

来
年
度
か
ら

一
部
負
担
金
の

保
険
者
徴
収
廃
止

　
い
ま
ま
で
医
療
機
関
で
診
療
を
受

け
た
時
、
窓
口
で
一
部
負
担
金
を
支

払
っ
て
こ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
平
成
四
年
四
月
一
日
受
診
分
か

ら
保
険
者
徴
収
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。　

し
た
が
っ
て
、
来
年
度
か
ら
は
診

療
を
受
け
た
際
は
必
ず
窓
口
で
一
部

負
担
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
薬
だ
け
を
電
話
で
お
願
い
し
た
時

も
、
薬
を
受
け
取
る
時
に
一
部
負
担

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
入
院
等
で
一
部
負
担
金
が
高
額
療

養
費
に
該
晋
す
る
場
合
は
、
負
担
限

高額療養費の改正

度
額
だ
け
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
老
人
保
健
受
給
者
は
今
ま
で
と
変
　
㎜

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
受
診
ご
と
に
一
部
負
担
金
を
支
払

う
の
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

逆
に
一
回
の
受
診
で
ど
れ
だ
け
医
療

費
が
か
か
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
す

の
で
便
利
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

高
額
療
養
費
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

が
改
正
さ
れ
、
五
月
一
日
よ
ヴ
受
診

さ
れ
た
医
療
費
か
ら
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
高
額
療
養
費
支
給
該
当
者

へ
は
、
従
来
ど
お
り
役
場
か
ら
通
知

い
た
し
ま
す
。

　
改
正
内
容
は
表
の
と
お
り
で
す
。

国
保
制
度
に

　
　
　
ご
協
力
を

　
国
保
は
、
わ
た
し
た
ち
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
医
師

に
か
か
れ
る
よ
う
、
わ
た
し
た
ち
の

健
康
を
守
っ
て
く
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
大
切
な
制
度
は
、
み
な
さ
ん
の

協
力
や
理
解
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
健

全
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
国
保
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
，
み
な
さ
ん
よ
り
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

納
め
ら
れ
た
保
険
税
は
国
の
補
助
金

な
ど
と
と
も
に
、
医
療
費
や
助
産
費
、

葬
祭
費
な
ど
の
給
付
費
用
と
し
て
用

い
ら
れ
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
の
医
療
費
の
貴
重
な
財
源
と
な

り
ま
す
。

　
保
険
税
の
額
は
、
基
本
的
に
は
、

そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の
く
ら
い
に

な
る
か
を
予
測
し
た
上
で
税
額
が
決

｛
疋
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
当
然
保
険
税

も
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
心

が
け
、
医
療
費
の
節
約
を
し
ま
し
ょ

・
っ
。

　
ま
た
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
は

被
保
険
者
の
義
務
で
あ
り
、
納
め
な

い
人
が
い
る
ど
他
の
加
入
者
に
迷
惑

が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

該当3ケ月未満 該当4ケ月から
区分 （多数該当）

課

改 60，000円 34，800円

税

非

正 課 33，600 23，400

税

課

現 57，000 33，000

税

非

行 課 31，800 22，200

税

吋

　　　　　　　　　　一r　　　　　　　　　　－　一　■　　　　　　　　　”　　　　　　　　　一　　，　　　　　　　　「　一　，　　　　　　　　輯　　　　　　　一　ρ　　　　　　　一　，　　　　　　P　一　一　　　　　　一　　　　　　雷　F　　　　　一　　■　　　　　一　8　　　　ρ　甲　，　　　一　一　一　　r　一　，　　一　　層　　一　一　，　一　　一

業
運
営
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
期
日
ど
お
り
に
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

平
成
一
一
一
年
度

保
険
税
率
決
ま
る

　
今
年
度
の
正
式
な
保
険
税
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
税
率
は
前
年
度
と
同
率
で
す
。

　
保
険
税
は
前
年
分
の
所
得
・
固
｛
疋

資
産
税
な
ど
を
「
賦
課
基
準
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
前
年
の
所
得
が
決
定

す
る
ま
で
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
は

暫
定
保
険
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ε一入麟夢　1
　
　
　
タ
ロ艶・

麟

（
．
Q
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平成3年度国保税率表

7
月
か
ら

新
し
い
保
険
税

　
七
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納
付

書
が
、
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
税
額

を
決
め
る
税
率
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
合
計
額
が
今
年

度
の
保
険
税
で
す
。
七
月
か
ら
の
保

険
税
は
「
暫
定
保
険
税
」
を
差
引
い

て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
保
険
税
の

最
高
限
度
額
は
四
十
四
万
円
で
す
。

所
得
の
低
い
世
帯
に
は
保
険
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

区　分 税　　率 説　　　　　　明

所得割
4．81
100

所得金額
1万円に対し481円

資産割
43．02
－
　 100

固定資産税額
1万円に対し4，302円

均等割 18，500円
加入者1人分
2人の場合は37，000円

平等割 20，600円 1世帯当り

年
金
手
帳
を
大
切
に

　
は
じ
め
て
厚
生
年
金
や
国
民
年
金

に
加
入
す
る
と
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
「
年

金
手
帳
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
手
帳
に
は
あ
な
た
の
記
号
番

号
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
番
号
は
一

生
変
わ
σ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
手
帳
は
、
二
つ
の
年

金
制
度
で
共
通
に
使
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
勤
め
先
が
変
わ
っ
た

と
き
や
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

た
方
が
勤
め
た
と
き
は
、
最
初
に
交

付
さ
れ
た
年
金
手
帳
を
勤
め
先
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
退
職
し
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る

と
き
な
ど
は
、
市
町
村
役
場
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
手
帳
を
二
冊
以
上
持

っ
て
い
た
り
、
な
く
し
て
し
ま
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
手
帳
に
は
、
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
の
加
入
状
況
を
記
録

す
る
欄
が
あ
り
ま
す
。

　
人
生
の
節
目
で
あ
る
就
職
・
退
職

の
記
録
を
、
ご
自
身
で
記
入
し
て
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
年
金
の
身
分
証
明
書
と
も
い
え
る

　
な
お
、
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
住
民

課
福
祉
係
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の

更
新
に
つ
い
て

　
九
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
と
、
退
職
者
制
度
の
保
険
証

が
「
み
ず
色
」
に
か
わ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
の
「
ク
リ
ー
ム
色
」
の
保

険
証
は
、
八
月
三
十
一
日
か
ぎ
り
で

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
更
新
は
八
月
末
に
集
落
総
代
さ
ん

を
通
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
を

　
心
が
け
、
保
険
税
の

　
値
上
げ
を
防
ご
う

　
一
人
一
人
が
必
要
な
時
、
本
当
に

必
要
な
治
療
が
十
分
に
受
け
ら
れ
る

た
め
に
も
、
お
医
者
さ
ん
を
転
々
と

し
た
り
、
不
必
要
な
ク
ス
リ
ね
だ
り

を
す
る
よ
う
な
ム
ダ
な
医
療
費
を
使

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
深
夜
・
休
日
・
時
間
外
受

診
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
お
互
い
に

気
を
つ
け
医
療
費
の
節
約
・
健
康
に

心
が
け
、
保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ぎ

ま
し
ょ
・
つ
。

こ
の
手
帳
は
、
い
ろ
い
ろ
な
届
け
出

や
年
金
の
相
談
・
照
会
・
請
求
を
す

る
と
き
に
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
も
の

で
す
。

　
年
金
を
受
け
る
ま
で
、
　
「
年
金
手

帳
」
を
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

幽

国
民
年
金
委
員
さ
ん
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
の
加
入
者
・
受
給
者
の

み
な
さ
ん
、
　
「
国
民
年
金
委
員
」
さ

ん
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
　
「
年
金
は

難
し
い
」
と
思
い
込
ん
で
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
に
気
軽
に
相
談
に
の

っ
て
く
だ
さ
る
方
が
、
身
近
に
お
ら

れ
る
年
金
委
員
さ
ん
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
近
所
で
、
玄
関
口

に
図
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら

れ
て
い
る
お
宅
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
こ
が
委
員
さ
ん
の
お
宅
で
す
。

　
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
が
忙
し

く
て
役
場
に
行
け
な
い
と
か
、
役
場

が
遠
い
な
ど
の
と
き
に
は
、
声
を
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
松
之
山
町
で
は
十
四
名
の
年

金
委
員
（
民
生
委
員
さ
ん
が
兼
務
し

て
い
ま
す
）
さ
ん
が
、
知
事
の
委
嘱

を
受
け
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
身
近
な
年
金
相
談
員
と

し
て
、
国
民
年
金
委
員
さ
ん
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

㊥・

国
民
年
金
委
員

新潟県
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国民健康保険・国民年金

来
年
度
か
ら

一
部
負
担
金
の

保
険
者
徴
収
廃
止

　
い
ま
ま
で
医
療
機
関
で
診
療
を
受

け
た
時
、
窓
口
で
一
部
負
担
金
を
支

払
っ
て
こ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
平
成
四
年
四
月
一
日
受
診
分
か

ら
保
険
者
徴
収
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。　

し
た
が
っ
て
、
来
年
度
か
ら
は
診

療
を
受
け
た
際
は
必
ず
窓
口
で
一
部

負
担
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
薬
だ
け
を
電
話
で
お
願
い
し
た
時

も
、
薬
を
受
け
取
る
時
に
一
部
負
担

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
入
院
等
で
一
部
負
担
金
が
高
額
療

養
費
に
該
晋
す
る
場
合
は
、
負
担
限

高額療養費の改正

度
額
だ
け
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
老
人
保
健
受
給
者
は
今
ま
で
と
変
　
㎜

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
受
診
ご
と
に
一
部
負
担
金
を
支
払

う
の
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

逆
に
一
回
の
受
診
で
ど
れ
だ
け
医
療

費
が
か
か
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
す

の
で
便
利
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

高
額
療
養
費
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

が
改
正
さ
れ
、
五
月
一
日
よ
ヴ
受
診

さ
れ
た
医
療
費
か
ら
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
高
額
療
養
費
支
給
該
当
者

へ
は
、
従
来
ど
お
り
役
場
か
ら
通
知

い
た
し
ま
す
。

　
改
正
内
容
は
表
の
と
お
り
で
す
。

国
保
制
度
に

　
　
　
ご
協
力
を

　
国
保
は
、
わ
た
し
た
ち
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
医
師

に
か
か
れ
る
よ
う
、
わ
た
し
た
ち
の

健
康
を
守
っ
て
く
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
大
切
な
制
度
は
、
み
な
さ
ん
の

協
力
や
理
解
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
健

全
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
国
保
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
，
み
な
さ
ん
よ
り
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

納
め
ら
れ
た
保
険
税
は
国
の
補
助
金

な
ど
と
と
も
に
、
医
療
費
や
助
産
費
、

葬
祭
費
な
ど
の
給
付
費
用
と
し
て
用

い
ら
れ
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
の
医
療
費
の
貴
重
な
財
源
と
な

り
ま
す
。

　
保
険
税
の
額
は
、
基
本
的
に
は
、

そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の
く
ら
い
に

な
る
か
を
予
測
し
た
上
で
税
額
が
決

｛
疋
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
当
然
保
険
税

も
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
心

が
け
、
医
療
費
の
節
約
を
し
ま
し
ょ

・
っ
。

　
ま
た
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
は

被
保
険
者
の
義
務
で
あ
り
、
納
め
な

い
人
が
い
る
ど
他
の
加
入
者
に
迷
惑

が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

該当3ケ月未満 該当4ケ月から
区分 （多数該当）

課

改 60，000円 34，800円

税

非

正 課 33，600 23，400

税

課

現 57，000 33，000

税

非

行 課 31，800 22，200

税

吋

　　　　　　　　　　一r　　　　　　　　　　－　一　■　　　　　　　　　”　　　　　　　　　一　　，　　　　　　　　「　一　，　　　　　　　　輯　　　　　　　一　ρ　　　　　　　一　，　　　　　　P　一　一　　　　　　一　　　　　　雷　F　　　　　一　　■　　　　　一　8　　　　ρ　甲　，　　　一　一　一　　r　一　，　　一　　層　　一　一　，　一　　一

業
運
営
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
期
日
ど
お
り
に
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

平
成
一
一
一
年
度

保
険
税
率
決
ま
る

　
今
年
度
の
正
式
な
保
険
税
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
税
率
は
前
年
度
と
同
率
で
す
。

　
保
険
税
は
前
年
分
の
所
得
・
固
｛
疋

資
産
税
な
ど
を
「
賦
課
基
準
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
前
年
の
所
得
が
決
定

す
る
ま
で
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
は

暫
定
保
険
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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の
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の
お
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に
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と
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に
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生
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に
加
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と
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記
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を
ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
の
加
入
者
・
受
給
者
の

み
な
さ
ん
、
　
「
国
民
年
金
委
員
」
さ

ん
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
　
「
年
金
は

難
し
い
」
と
思
い
込
ん
で
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
に
気
軽
に
相
談
に
の

っ
て
く
だ
さ
る
方
が
、
身
近
に
お
ら

れ
る
年
金
委
員
さ
ん
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
近
所
で
、
玄
関
口

に
図
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら

れ
て
い
る
お
宅
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
こ
が
委
員
さ
ん
の
お
宅
で
す
。

　
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
が
忙
し

く
て
役
場
に
行
け
な
い
と
か
、
役
場

が
遠
い
な
ど
の
と
き
に
は
、
声
を
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
松
之
山
町
で
は
十
四
名
の
年

金
委
員
（
民
生
委
員
さ
ん
が
兼
務
し

て
い
ま
す
）
さ
ん
が
、
知
事
の
委
嘱

を
受
け
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
身
近
な
年
金
相
談
員
と

し
て
、
国
民
年
金
委
員
さ
ん
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

㊥・

国
民
年
金
委
員
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ヒ
月
．
一
卜
四
日
か
ら
歴
史
教
室
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
の
講
師
は
、
町
史
で
考
古
原

始
を
担
当
し
た
秦
繁
治
先
生
で
、
ユ

ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が
ら
二
時
間
ほ

ど
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
の
歴
史
は
意
外
に
古
く
、

縄
文
時
代
中
期
・
後
期
の
遺
跡
が
多

数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
代
表
的
な
遺
跡
は
黒
倉
の
ト
文
字

遺
跡
と
三
桶
の
深
田
遺
跡
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
出
七
す
る
土
器

の
模
様
や
石
器
の
材
質
を
く
わ
し
く

分
析
す
る
と
、
北
陸
系
・
関
東
系
・

東
北
系
の
三
系
統
が
混
在
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
縄
文
時
代
の
後
期
か
ら
晩

期
及
び
平
安
～
戦
国
期
の
土
器
等
が

出
土
す
る
西
之
前
遺
跡
は
、
松
之
山

町
の
古
代
を
解
明
す
る
重
要
な
遺
跡

で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
西
之
前
遺
跡
は
古
代
交
通
路
と
思

わ
れ
る
、
柏
崎
～
深
坂
峠
～
飯
山
方

面
と
高
田
～
鼻
毛
峠
～
魚
沼
方
面
の

十
字
路
に
位
置
し
、
し
か
も
渋
海
川

の
氾
濫
原
を
利
用
し
て
古
く
か
ら
稲

作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
一
つ

一
つ
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
く
わ
し
く
は
公
民
館
ま
で
。

鴫　　。　　　　　　　　　▼〃

磁還、．羅，

　　松之山の歴史』をくわしく説明ぞる

　
第
十
回
東
頸
城
郡
美
術
展
が
十
月

十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
三
日
間
、

牧
村
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
郡
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
、
勤
務

地
を
有
す
る
高
校
生
以
L
で
あ
れ
ば

出
品
で
き
ま
す
。

　
出
品
点
数
は
一
人
三
点
以
内
で
、

絵
画
、
彫
塑
・
工
芸
、
番
道
、
写
真

の
四
部
門
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
搬
入
は
、
十
月
七
H
か
ら

十
一
日
の
間
に
地
元
公
民
館
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
審
査
は
十
月
十
六
日
の
午
前
巾
に

行
わ
れ
、
各
部
門
ご
と
に
郡
展
賞
一

点
・
奨
励
賞
三
点
以
内
が
決
ま
り
、

賞
状
及
び
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
審
査
員
は
次
の
方
々
で
す
。

o
絵
画
及
び
彫
塑
・
工
芸
部
門

　
村
山
　
陽
氏
（
県
美
術
家
連
盟

　
　
　
　
　
　
，
理
事
）

o
害
道
部
門

　
　
早
川
素
秋
氏
（
日
本
書
道
教
育

○
写
真
部
門

　
　
宮
下
正
己
氏
（
日
本
写
真
家
協

　
　
　
　
　
　
　
会
会
員
）

　
松
之
山
町
か
ら
は
毎
年
四
十
点
以

上
の
作
品
が
出
晶
さ
れ
、
数
々
の
賞

を
授
賞
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
出
品
の
内
訳
を
み
る
と

絵
画
と
書
道
で
九
割
を
占
め
、
あ
と

9
、
部
門
は
毎
年
二
～
三
点
位
と
非

常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

　
彫
塑
・
工
芸
、
写
百
．
ハ
に
興
味
の
あ

る
方
、
未
発
表
の
作
品
が
あ
る
方
は

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

出
品
基
準

◎
未
発
表
作
品
に
限
る
。

▼
絵
画
部
門

　
H
本
画
、
洋
画
、
版
画
（
額
縁
つ

　
き
五
〇
号
以
内
、
但
し
日
本
画
は

　
縦
・
横
と
も
二
一
三
㎝
以
内
）

▼
彫
塑
・
工
芸
部
門

　
彫
刻
、
塑
像
、
漆
芸
、
金
工
、
木

　
工
、
竹
工
、
そ
の
他
、
常
識
以
L

　
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
。

▼
書
道
部
門

字
句
、
書
体
は
自
由
（
縦
額
は
幅

　
七
六
㎝
×
縦
一
八
二
㎝
以
内
、
横

　
額
は
幅
一
八
二
㎝
×
縦
七
六
㎝
以

　
内
）
、
仮
表
装
以
上
（
仮
巻
き
は

　
不
可
）
と
し
、
必
ず
所
定
の
釈
文

　
を
添
付
す
る
こ
と
。

▼
写
真
部
門

　
白
黒
・
カ
ラ
ー
と
も
サ
イ
ズ
は
、

　
七
三
㎝
×
一
〇
三
㎝
以
内
の
パ
ネ

　
ル
表
装
ま
た
は
額
装
の
こ
と
。

　
組
写
真
は
（
六
〇
㎝
～
七
三
㎝
）

　
×
（
九
〇
㎝
～
一
〇
三
㎝
）
の
パ

　
ネ
ル
表
装
（
額
装
は
不
可
）
で
、

　
一
枚
の
写
真
の
サ
イ
ズ
は
八
ツ
切

　
り
以
上
と
す
る
．

く
わ
し
く
は
公
民
館
ま
で
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
毎
週
木
曜
日
夜
八
時
か
ら
約
一
時

間
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
教
室
で
、
初

心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
と
好

評
で
す
。

　
自
分
の
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
、

普
段
使
用
し
な
い
筋
肉
も
動
か
し
ま

す
の
で
、
終
了
す
る
こ
ろ
に
は
全
身

が
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
ま
す
。

　
体
も
だ
ん
だ
ん
軽
く
な
り
、
気
分

も
爽
快
。

　
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
ワ

イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
に
ぎ
や
か
な

レ
ッ
ス
ン
風
景
。

　
ス
ト
レ
ス
解
消
と
健
康
づ
く
り
に

最
適
な
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

ゆっくり動いても汗が流れてきます

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
に
参
加
し
て

　
咋
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
教
室
、

一
年
問
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
頂
き
、

ま
た
、
芸
能
祭
で
夢
の
様
な
新
風
が

起
こ
り
、
身
も
心
も
若
返
っ
た
様
な

年
で
し
た
。

　
十
一
月
で
一
休
み
を
し
て
、
五
月

下
句
か
ら
今
年
は
講
師
に
地
元
の
若

さ
あ
ふ
れ
る
さ
わ
や
か
な
黒
谷
村
の

高
橋
ト
モ
子
さ
ん
に
お
願
い
し
、
い

い
汗
と
笑
い
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
簡
単
な
内
容
を
説
明
し
て
お
き
ま

す
ね
。

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
聞
く
と
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
拝
見
す
る
姿
（
？
）
や
動
き

を
思
い
浮
べ
ま
す
が
、
服
装
は
も
ち

ろ
ん
動
き
や
す
け
れ
ば
よ
し
、
肝
心

な
動
き
は
私
達
の
年
齢
と
体
型
に
合

わ
せ
て
あ
る
の
か
、
ま
ず
白
分
の
脈

拍
数
を
数
え
て
そ
の
日
の
体
調
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
足
踏
み
か
ら
は
じ
め
簡

単
な
ス
テ
ッ
プ
を
加
え
て
、
と
に
か

く
足
を
休
ま
せ
ず
に
一
時
間
。

　
そ
の
間
、
講
師
の
ト
モ
チ
さ
ん
の

動
き
に
真
剣
に
つ
い
て
い
く
．
、
．

い
こ
う
と
し
て
い
る
と
体
か
ら
は
い

い
汗
が
流
れ
だ
し
、
気
分
は
最
高
と

な
り
ま
す
。

　
途
中
で
ま
た
脈
拍
数
を
計
り
、
動

き
の
程
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
今
度
は

少
し
速
い
動
き
と
な
り
、
そ
の
こ
ろ

に
な
る
と
手
と
足
と
頭
が
つ
い
て
い

け
な
く
な
り
、
笑
い
声
が
聞
こ
え
、

お
も
わ
ず
顔
を
見
合
わ
せ
て
納
得
し

て
動
き
だ
す
．

　
そ
れ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
ゆ
っ
く

り
し
た
動
き
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
加
え

　
　
　
し
と

な
が
ら
元
の
体
調
に
〃

　
最
後
は
、
素
晴
ら
し
い
曲
を
聞
き

な
が
ら
横
に
な
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

　
女
性
に
と
っ
て
、
私
に
と
っ
て
最

高
の
時
間
で
す
。

　
家
庭
で
こ
ん
な
時
間
が
も
て
ま
す

か
？

　
そ
の
後
い
つ
も
一
言
、
私
達
の
健

康
管
理
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
頂
き
、
一
時
間
の
予
定
が
終
了
で

す
。

　
人
会
金
、
夏
目
漱
石
さ
ん
に
感
謝

し
、
い
い
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

　
も
し
よ
か
っ
た
ら
み
な
さ
ん
も
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
一
参
加
者
よ
り

　
日
本
の
夏
は
高
温
多
湿
で
食
中
毒

菌
が
増
殖
し
や
す
く
、
食
品
の
取
り

扱
い
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
食
巾

毒
事
故
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
の
、
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
清
潔

　
調
理
の
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

調
理
中
に
生
肉
や
魚
介
類
を
取
り
扱

っ
た
あ
と
は
、
石
鹸
で
よ
く
手
を
洗

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
食
器
や
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
の

調
理
器
日
．
ハ
を
使
用
し
た
後
は
、
熱
湯

煮
沸
や
消
毒
薬
で
消
毒
し
、
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
迅
速

　
生
モ
ノ
は
買
っ
て
き
た
ら
常
温
で

長
く
放
置
せ
ず
、
早
く
調
理
し
、
早

め
に
食
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
加
熱
と
冷
却

　
ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
菌
は
熱
に
弱

く
、
セ
氏
六
十
五
度
以
上
に
加
熱
す

る
と
死
滅
し
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
氏
五
度
以
下
に
冷
却
す

る
と
、
食
中
毒
菌
の
増
殖
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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川
素
秋
氏
（
日
本
書
道
教
育

○
写
真
部
門

　
　
宮
下
正
己
氏
（
日
本
写
真
家
協

　
　
　
　
　
　
　
会
会
員
）

　
松
之
山
町
か
ら
は
毎
年
四
十
点
以

上
の
作
品
が
出
晶
さ
れ
、
数
々
の
賞

を
授
賞
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
出
品
の
内
訳
を
み
る
と

絵
画
と
書
道
で
九
割
を
占
め
、
あ
と

9
、
部
門
は
毎
年
二
～
三
点
位
と
非

常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

　
彫
塑
・
工
芸
、
写
百
．
ハ
に
興
味
の
あ

る
方
、
未
発
表
の
作
品
が
あ
る
方
は

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

出
品
基
準

◎
未
発
表
作
品
に
限
る
。

▼
絵
画
部
門

　
H
本
画
、
洋
画
、
版
画
（
額
縁
つ

　
き
五
〇
号
以
内
、
但
し
日
本
画
は

　
縦
・
横
と
も
二
一
三
㎝
以
内
）

▼
彫
塑
・
工
芸
部
門

　
彫
刻
、
塑
像
、
漆
芸
、
金
工
、
木

　
工
、
竹
工
、
そ
の
他
、
常
識
以
L

　
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
。

▼
書
道
部
門

字
句
、
書
体
は
自
由
（
縦
額
は
幅

　
七
六
㎝
×
縦
一
八
二
㎝
以
内
、
横

　
額
は
幅
一
八
二
㎝
×
縦
七
六
㎝
以

　
内
）
、
仮
表
装
以
上
（
仮
巻
き
は

　
不
可
）
と
し
、
必
ず
所
定
の
釈
文

　
を
添
付
す
る
こ
と
。

▼
写
真
部
門

　
白
黒
・
カ
ラ
ー
と
も
サ
イ
ズ
は
、

　
七
三
㎝
×
一
〇
三
㎝
以
内
の
パ
ネ

　
ル
表
装
ま
た
は
額
装
の
こ
と
。

　
組
写
真
は
（
六
〇
㎝
～
七
三
㎝
）

　
×
（
九
〇
㎝
～
一
〇
三
㎝
）
の
パ

　
ネ
ル
表
装
（
額
装
は
不
可
）
で
、

　
一
枚
の
写
真
の
サ
イ
ズ
は
八
ツ
切

　
り
以
上
と
す
る
．

く
わ
し
く
は
公
民
館
ま
で
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
毎
週
木
曜
日
夜
八
時
か
ら
約
一
時

間
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
教
室
で
、
初

心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
と
好

評
で
す
。

　
自
分
の
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
、

普
段
使
用
し
な
い
筋
肉
も
動
か
し
ま

す
の
で
、
終
了
す
る
こ
ろ
に
は
全
身

が
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
ま
す
。

　
体
も
だ
ん
だ
ん
軽
く
な
り
、
気
分

も
爽
快
。

　
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
ワ

イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
に
ぎ
や
か
な

レ
ッ
ス
ン
風
景
。

　
ス
ト
レ
ス
解
消
と
健
康
づ
く
り
に

最
適
な
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

ゆっくり動いても汗が流れてきます

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
に
参
加
し
て

　
咋
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
教
室
、

一
年
問
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
頂
き
、

ま
た
、
芸
能
祭
で
夢
の
様
な
新
風
が

起
こ
り
、
身
も
心
も
若
返
っ
た
様
な

年
で
し
た
。

　
十
一
月
で
一
休
み
を
し
て
、
五
月

下
句
か
ら
今
年
は
講
師
に
地
元
の
若

さ
あ
ふ
れ
る
さ
わ
や
か
な
黒
谷
村
の

高
橋
ト
モ
子
さ
ん
に
お
願
い
し
、
い

い
汗
と
笑
い
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
簡
単
な
内
容
を
説
明
し
て
お
き
ま

す
ね
。

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
聞
く
と
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
拝
見
す
る
姿
（
？
）
や
動
き

を
思
い
浮
べ
ま
す
が
、
服
装
は
も
ち

ろ
ん
動
き
や
す
け
れ
ば
よ
し
、
肝
心

な
動
き
は
私
達
の
年
齢
と
体
型
に
合

わ
せ
て
あ
る
の
か
、
ま
ず
白
分
の
脈

拍
数
を
数
え
て
そ
の
日
の
体
調
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
足
踏
み
か
ら
は
じ
め
簡

単
な
ス
テ
ッ
プ
を
加
え
て
、
と
に
か

く
足
を
休
ま
せ
ず
に
一
時
間
。

　
そ
の
間
、
講
師
の
ト
モ
チ
さ
ん
の

動
き
に
真
剣
に
つ
い
て
い
く
．
、
．

い
こ
う
と
し
て
い
る
と
体
か
ら
は
い

い
汗
が
流
れ
だ
し
、
気
分
は
最
高
と

な
り
ま
す
。

　
途
中
で
ま
た
脈
拍
数
を
計
り
、
動

き
の
程
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
今
度
は

少
し
速
い
動
き
と
な
り
、
そ
の
こ
ろ

に
な
る
と
手
と
足
と
頭
が
つ
い
て
い

け
な
く
な
り
、
笑
い
声
が
聞
こ
え
、

お
も
わ
ず
顔
を
見
合
わ
せ
て
納
得
し

て
動
き
だ
す
．

　
そ
れ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
ゆ
っ
く

り
し
た
動
き
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
加
え

　
　
　
し
と

な
が
ら
元
の
体
調
に
〃

　
最
後
は
、
素
晴
ら
し
い
曲
を
聞
き

な
が
ら
横
に
な
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

　
女
性
に
と
っ
て
、
私
に
と
っ
て
最

高
の
時
間
で
す
。

　
家
庭
で
こ
ん
な
時
間
が
も
て
ま
す

か
？

　
そ
の
後
い
つ
も
一
言
、
私
達
の
健

康
管
理
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
頂
き
、
一
時
間
の
予
定
が
終
了
で

す
。

　
人
会
金
、
夏
目
漱
石
さ
ん
に
感
謝

し
、
い
い
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

　
も
し
よ
か
っ
た
ら
み
な
さ
ん
も
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
一
参
加
者
よ
り

　
日
本
の
夏
は
高
温
多
湿
で
食
中
毒

菌
が
増
殖
し
や
す
く
、
食
品
の
取
り

扱
い
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
食
巾

毒
事
故
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
の
、
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
清
潔

　
調
理
の
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

調
理
中
に
生
肉
や
魚
介
類
を
取
り
扱

っ
た
あ
と
は
、
石
鹸
で
よ
く
手
を
洗

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
食
器
や
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
の

調
理
器
日
．
ハ
を
使
用
し
た
後
は
、
熱
湯

煮
沸
や
消
毒
薬
で
消
毒
し
、
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
迅
速

　
生
モ
ノ
は
買
っ
て
き
た
ら
常
温
で

長
く
放
置
せ
ず
、
早
く
調
理
し
、
早

め
に
食
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
加
熱
と
冷
却

　
ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
菌
は
熱
に
弱

く
、
セ
氏
六
十
五
度
以
上
に
加
熱
す

る
と
死
滅
し
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
氏
五
度
以
下
に
冷
却
す

る
と
、
食
中
毒
菌
の
増
殖
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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一
日
農
政
局

　
　
　
　
松
之
山
町
で
開
催

　
九
月
三
日
（
火
）
午
後
一
時
よ
り
、

町
民
体
育
館
に
お
い
て
一
日
農
政
局

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
北
陸
農
政
局
の
局
長
及
び
幹
部
職

員
、
県
の
農
林
水
産
関
係
・
国
県
の

出
先
機
関
の
長
な
ど
多
数
出
席
し
、

東
頸
城
郡
内
の
代
表
者
と
．
北
陸
地

域
の
振
興
と
農
村
地
域
の
活
性
化
に

つ
い
て
」
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

す
。　

米
の
僧
由
化
問
題
、
生
産
者
全
体

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
未
整
備

地
、
低
い
生
産
性
な
ど
、
山
問
地
農

業
は
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
ど
な
た
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す

の
で
、
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

　
九
月
｝
一
】
日
（
火
）
午
後
一
時
～

▼
場
　
所

　
松
之
山
町
民
体
育
館

覚
せ
い
剤

　
”
覚
せ
い
剤
”
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
た
と
え
聞
い
た
と
し
て
も
、
お
そ

ら
く
私
に
は
関
係
が
な
い
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
油
断
は
禁
物
で
す
！

　
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
少
し
ず
つ
～

般
社
会
に
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
年
中
、
全
国
で
約
｝
万
五

千
人
も
の
人
が
覚
せ
い
剤
を
持
っ
た

り
、
使
っ
た
り
し
て
検
挙
さ
れ
、
県

内
で
も
七
〇
人
近
く
が
検
挙
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
検
挙
さ
れ
た
人
を
見
ま
す
と
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

1
繰
り
返
し
検
挙
さ
れ
て
い
る
人
が

　
多
い
。

　
覚
げ
い
扇
は
、
繰
り
返
し
使
用
し

た
く
な
る
性
質
（
依
存
性
）
が
非
常

に
強
く
働
き
ま
す
。

　
使
用
す
る
う
ち
に
、
中
毒
者
・
廃

人
と
な
っ
て
行
く
の
で
す
。

2
暴
力
団
の
資
金
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
覚
せ
い
剤
は
、
一
回
分
（
耳
か
き

…
杯
分
位
）
が
四
千
円
前
後
と
非
常

に
高
価
で
す
が
、
仕
入
値
は
こ
の
十

分
の
一
位
の
価
格
で
、
そ
の
利
益
は

暴
力
団
の
大
き
な
資
金
源
に
な
っ
て

温泉街一斉休業日

のお知らせ
　9月2日・3日は温泉街の一斉休業
日です。

　旅館・飲食店・温泉センターは休み

になりますので注意してください。

　但し、植木屋旅館とゆのしまは営業

します。

　9月4日は兎口の露天風呂「翠の湯」

が休みです。

　ご迷惑をおかけしますが、ご協力を

お願いします。

●

シ
ン
ナ
ー
は
絶
対
ダ
メ

い
ま
す
。

3
凶
悪
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
も
と
に

　
な
つ
て
い
る
。

　
覚
せ
い
剤
の
使
用
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
精
神
錯
乱
状
態
に
な
り
、

殺
人
・
放
火
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
を
起

こ
し
ま
す
。

4
金
銭
乱
費
か
ら
家
庭
が
崩
壊
す
る
。

　
覚
せ
い
剤
購
入
資
金
を
作
る
た
め

家
財
道
具
を
売
り
払
っ
た
り
、
サ
ラ

金
な
ど
か
ら
借
金
を
重
ね
る
な
ど
し

て
家
庭
が
崩
壊
し
ま
す
。

　
シ
ン
ナ
ー
（
接
着
剤
な
ど
）
も
覚

せ
い
剤
と
同
じ
よ
う
に
、
中
毒
症
状

が
進
む
と
脳
や
身
体
を
破
壊
し
廃
人

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
友
人
の
誘
い
や
好
奇
心
か
ら
、
】

回
だ
け
の
つ
も
り
が
乱
用
へ
の
深
み

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
空
前
の
海
外
旅
行
ブ
ー
ム
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
海
外
の
旅
行
先
で

一
般
の
人
が
い
ろ
い
ろ
な
薬
物
を
使

用
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
乱
用
が
引
き
起
こ
す
、
社
会

へ
の
害
悪
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
最
寄

り
の
警
察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

～行動的特徴～
●必要以トにキョロキョロ

　して落ち善きがない。
●手足力fふるえている。
●薬力勲フ」れ・ると苦しんノごり、

　夢遊病者のようになる。

●発作的に乱暴な態度をと
　る。

●幻覚、妄想により精神分
　裂状態となり、「追われて

　いる。」「殺される。」など

異常な言動をする。

鼻
。畦須

ll乞

～身体的特徴～
●顔色が悪くやせている。

●腕などに注射痕がある。

●肌に弾力がなく、特に唇

　が荒れている。

●胃や肝臓が悪く、歯が抜

　けている。

●眼球に生気がなく、黄色

　く混濁している。

平
成
四
年
度
採
用
上
越
地
域

　
　
　
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員
募
集

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
で
は
、

平
成
四
年
度
採
用
の
消
防
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
消
防
吏
員
　
男
子
　
若
干
名

▼
受
験
資
格

qD
学
歴
及
び
年
齢

　
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た

は
平
成
四
年
三
月
に
卒
業
見
込
み
の

男
子

ω
住
所
等
の
条
件

　
組
合
管
内
（
上
越
市
・
新
井
市
・

東
頸
城
郡
・
中
頸
城
郡
・
名
立
町
）

に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
者
。

⑬
身
体
基
準

　
身
長
ー
『
六
〇
㎝
以
上
、
体
重
ー

　
五
五
㎏
以
ヒ
、
胸
囲
ー
身
長
の
概

　
　
　
　
　
　
　
以
L
、
視
カ
ー

　
　
　
　
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
0
・

　
　
　
　
　
㎝
、
｝
以
ヒ
を
有
し
、
色

　
覚
正
常
、
聴
カ
ー
左
右
正
常
。

　
（
身
体
に
障
害
が
あ
り
、
消
防
職
員

　
と
し
て
適
さ
な
い
と
認
め
る
者
は
徐

か
れ
ま
す
。
）

▼
試
験
科
目
、
日
時
及
び
合
格
発
表

…
試
験
科
目
（
第
一
次
試
験
）

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
一
般
教
養

　
作
文
、
適
性
試
験
、
体
力
検
査

ω
試
験
日

　
平
成
三
年
九
月
二
十
二
日
（
日
）

⑥
試
験
会
場

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
（
ヒ
越
市
北
城
町
）

㈲
合
格
発
表

　
十
月
ヒ
旬
、
受
験
者
全
員
に
合
●

否
を
通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、
第
こ
次
試
験
は
第
一
次
試

験
合
格
者
に
期
臼
・
場
所
を
通
知
し
、

面
接
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
受
験
手
続
き

q
受
験
申
込
用
紙
の
交
付

　
消
防
本
部
及
び
消
防
署
、
分
遣
所

　
申
込
時
に
高
等
学
校
在
学
者
は
こ

の
用
紙
は
不
要
で
す
。
学
校
所
定
の

用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
受
付
期
間

　
平
成
三
年
八
月
二
十
六
H
（
月
）

カ
ら
九
月
六
口
（
金
）
ま
で

②
受
付
場
所

　
消
防
本
部
総
務
課
企
画
人
事
係

⑥
郵
送
の
場
合

　
申
し
込
み
は
書
留
と
し
、
封
筒
の

表
に
「
受
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
、

六
二
円
切
手
を
貼
っ
た
あ
て
先
明
記

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。

　
あ
て
先
　
〒
九
四
三

　
ヒ
越
市
北
城
町
一
f
一
六
ー
↓

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
総
務
課
企
画
人
事
係

▼
そ
の
他

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
総

務
課
企
画
人
事
係
ま
で
。

　
費
〇
二
五
五
－
二
五
f
】
㎝
九
九

海
上
保
安
（
大
学
校
・
学
校
）
学
生
募
集

▼
受
付
期
問

　
九
月
五
日
（
木
）
～
十
八
日
（
水
）

▼
受
験
資
格

　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
（
大
学

校
学
生
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
二

日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
来
年
三

月
卒
業
見
込
み
の
者
。

　
高
等
専
門
学
校
三
学
年
修
了
及
び

来
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者

▼
採
用
予
定
数

　
大
学
校
学
生
　
　
　
　
約
五
〇
名

学
校
学
生

　
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
　
約
八
五
名

　
情
報
シ
ス
テ
ム
　
、
　
約
五
〇
名

　
海
洋
科
学
シ
ス
テ
ム
　
約
一
五
名

▼
給
与

　
学
生
採
用
当
初
か
ら
給
与
が
支
払

わ
れ
る
ほ
か
、
扶
養
・
期
末
・
勤
勉

手
当
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
せ
先

〒
九
四
二

　
上
越
市
港
町
一
ー
一
一
ー
二
〇

　
　
　
直
江
津
航
路
標
識
事
務
所

　
含
〇
二
五
五
ー
四
三
ー
四
二
一
〇

●

　N　H　K新潟放送局は、平成3年11月11日に開局60周年

を迎えます。

　これを記念して、「’91にいがたビデオ大賞」の応募作

品を募集します。

◆テーマ

　　「わたしの撮ったにいがた」　（内容は自由）

◆応募作品

　原則として5分以内の完成した作品とします。

　ビデオの種類はV　H　S・べ一ター等何でも結構です。

◆応募資格

　グループ・団体・会社・学校・個人を問いません。

◆応募方法

　作品に応募申込書（あるいは住所・氏名・職業・年齢

電話・タイトル・説明文を明記）をつけて送付または持

参してください。

◆作品の受付

　平成3年10月31日まで随時受付

◆審査及び表彰

　審査委員会で審査し、ビデオ大賞1点、ビデオ優秀賞

10点を決定し本人に直接通知します。

◆応募先・問い合わせ先

〒951新潟市川岸町1－49

N　H　K新潟放送局「，91にいがたビデオ大賞」係

　台025－230－1600
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一
日
農
政
局

　
　
　
　
松
之
山
町
で
開
催

　
九
月
三
日
（
火
）
午
後
一
時
よ
り
、

町
民
体
育
館
に
お
い
て
一
日
農
政
局

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
北
陸
農
政
局
の
局
長
及
び
幹
部
職

員
、
県
の
農
林
水
産
関
係
・
国
県
の

出
先
機
関
の
長
な
ど
多
数
出
席
し
、

東
頸
城
郡
内
の
代
表
者
と
．
北
陸
地

域
の
振
興
と
農
村
地
域
の
活
性
化
に

つ
い
て
」
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

す
。　

米
の
僧
由
化
問
題
、
生
産
者
全
体

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
未
整
備

地
、
低
い
生
産
性
な
ど
、
山
問
地
農

業
は
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
ど
な
た
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す

の
で
、
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

　
九
月
｝
一
】
日
（
火
）
午
後
一
時
～

▼
場
　
所

　
松
之
山
町
民
体
育
館

覚
せ
い
剤

　
”
覚
せ
い
剤
”
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
た
と
え
聞
い
た
と
し
て
も
、
お
そ

ら
く
私
に
は
関
係
が
な
い
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
油
断
は
禁
物
で
す
！

　
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
少
し
ず
つ
～

般
社
会
に
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
年
中
、
全
国
で
約
｝
万
五

千
人
も
の
人
が
覚
せ
い
剤
を
持
っ
た

り
、
使
っ
た
り
し
て
検
挙
さ
れ
、
県

内
で
も
七
〇
人
近
く
が
検
挙
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
検
挙
さ
れ
た
人
を
見
ま
す
と
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

1
繰
り
返
し
検
挙
さ
れ
て
い
る
人
が

　
多
い
。

　
覚
げ
い
扇
は
、
繰
り
返
し
使
用
し

た
く
な
る
性
質
（
依
存
性
）
が
非
常

に
強
く
働
き
ま
す
。

　
使
用
す
る
う
ち
に
、
中
毒
者
・
廃

人
と
な
っ
て
行
く
の
で
す
。

2
暴
力
団
の
資
金
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
覚
せ
い
剤
は
、
一
回
分
（
耳
か
き

…
杯
分
位
）
が
四
千
円
前
後
と
非
常

に
高
価
で
す
が
、
仕
入
値
は
こ
の
十

分
の
一
位
の
価
格
で
、
そ
の
利
益
は

暴
力
団
の
大
き
な
資
金
源
に
な
っ
て

温泉街一斉休業日

のお知らせ
　9月2日・3日は温泉街の一斉休業
日です。

　旅館・飲食店・温泉センターは休み

になりますので注意してください。

　但し、植木屋旅館とゆのしまは営業

します。

　9月4日は兎口の露天風呂「翠の湯」

が休みです。

　ご迷惑をおかけしますが、ご協力を

お願いします。

●

シ
ン
ナ
ー
は
絶
対
ダ
メ

い
ま
す
。

3
凶
悪
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
も
と
に

　
な
つ
て
い
る
。

　
覚
せ
い
剤
の
使
用
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
精
神
錯
乱
状
態
に
な
り
、

殺
人
・
放
火
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
を
起

こ
し
ま
す
。

4
金
銭
乱
費
か
ら
家
庭
が
崩
壊
す
る
。

　
覚
せ
い
剤
購
入
資
金
を
作
る
た
め

家
財
道
具
を
売
り
払
っ
た
り
、
サ
ラ

金
な
ど
か
ら
借
金
を
重
ね
る
な
ど
し

て
家
庭
が
崩
壊
し
ま
す
。

　
シ
ン
ナ
ー
（
接
着
剤
な
ど
）
も
覚

せ
い
剤
と
同
じ
よ
う
に
、
中
毒
症
状

が
進
む
と
脳
や
身
体
を
破
壊
し
廃
人

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
友
人
の
誘
い
や
好
奇
心
か
ら
、
】

回
だ
け
の
つ
も
り
が
乱
用
へ
の
深
み

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
空
前
の
海
外
旅
行
ブ
ー
ム
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
海
外
の
旅
行
先
で

一
般
の
人
が
い
ろ
い
ろ
な
薬
物
を
使

用
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
乱
用
が
引
き
起
こ
す
、
社
会

へ
の
害
悪
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
最
寄

り
の
警
察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

～行動的特徴～
●必要以トにキョロキョロ

　して落ち善きがない。
●手足力fふるえている。
●薬力勲フ」れ・ると苦しんノごり、

　夢遊病者のようになる。

●発作的に乱暴な態度をと
　る。

●幻覚、妄想により精神分
　裂状態となり、「追われて

　いる。」「殺される。」など

異常な言動をする。

鼻
。畦須

ll乞

～身体的特徴～
●顔色が悪くやせている。

●腕などに注射痕がある。

●肌に弾力がなく、特に唇

　が荒れている。

●胃や肝臓が悪く、歯が抜

　けている。

●眼球に生気がなく、黄色

　く混濁している。

平
成
四
年
度
採
用
上
越
地
域

　
　
　
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員
募
集

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
で
は
、

平
成
四
年
度
採
用
の
消
防
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
消
防
吏
員
　
男
子
　
若
干
名

▼
受
験
資
格

qD
学
歴
及
び
年
齢

　
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た

は
平
成
四
年
三
月
に
卒
業
見
込
み
の

男
子

ω
住
所
等
の
条
件

　
組
合
管
内
（
上
越
市
・
新
井
市
・

東
頸
城
郡
・
中
頸
城
郡
・
名
立
町
）

に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
者
。

⑬
身
体
基
準

　
身
長
ー
『
六
〇
㎝
以
上
、
体
重
ー

　
五
五
㎏
以
ヒ
、
胸
囲
ー
身
長
の
概

　
　
　
　
　
　
　
以
L
、
視
カ
ー

　
　
　
　
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
0
・

　
　
　
　
　
㎝
、
｝
以
ヒ
を
有
し
、
色

　
覚
正
常
、
聴
カ
ー
左
右
正
常
。

　
（
身
体
に
障
害
が
あ
り
、
消
防
職
員

　
と
し
て
適
さ
な
い
と
認
め
る
者
は
徐

か
れ
ま
す
。
）

▼
試
験
科
目
、
日
時
及
び
合
格
発
表

…
試
験
科
目
（
第
一
次
試
験
）

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
一
般
教
養

　
作
文
、
適
性
試
験
、
体
力
検
査

ω
試
験
日

　
平
成
三
年
九
月
二
十
二
日
（
日
）

⑥
試
験
会
場

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
（
ヒ
越
市
北
城
町
）

㈲
合
格
発
表

　
十
月
ヒ
旬
、
受
験
者
全
員
に
合
●

否
を
通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、
第
こ
次
試
験
は
第
一
次
試

験
合
格
者
に
期
臼
・
場
所
を
通
知
し
、

面
接
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
受
験
手
続
き

q
受
験
申
込
用
紙
の
交
付

　
消
防
本
部
及
び
消
防
署
、
分
遣
所

　
申
込
時
に
高
等
学
校
在
学
者
は
こ

の
用
紙
は
不
要
で
す
。
学
校
所
定
の

用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
受
付
期
間

　
平
成
三
年
八
月
二
十
六
H
（
月
）

カ
ら
九
月
六
口
（
金
）
ま
で

②
受
付
場
所

　
消
防
本
部
総
務
課
企
画
人
事
係

⑥
郵
送
の
場
合

　
申
し
込
み
は
書
留
と
し
、
封
筒
の

表
に
「
受
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
、

六
二
円
切
手
を
貼
っ
た
あ
て
先
明
記

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。

　
あ
て
先
　
〒
九
四
三

　
ヒ
越
市
北
城
町
一
f
一
六
ー
↓

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
総
務
課
企
画
人
事
係

▼
そ
の
他

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
総

務
課
企
画
人
事
係
ま
で
。

　
費
〇
二
五
五
－
二
五
f
】
㎝
九
九

海
上
保
安
（
大
学
校
・
学
校
）
学
生
募
集

▼
受
付
期
問

　
九
月
五
日
（
木
）
～
十
八
日
（
水
）

▼
受
験
資
格

　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
（
大
学

校
学
生
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
二

日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
来
年
三

月
卒
業
見
込
み
の
者
。

　
高
等
専
門
学
校
三
学
年
修
了
及
び

来
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者

▼
採
用
予
定
数

　
大
学
校
学
生
　
　
　
　
約
五
〇
名

学
校
学
生

　
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
　
約
八
五
名

　
情
報
シ
ス
テ
ム
　
、
　
約
五
〇
名

　
海
洋
科
学
シ
ス
テ
ム
　
約
一
五
名

▼
給
与

　
学
生
採
用
当
初
か
ら
給
与
が
支
払

わ
れ
る
ほ
か
、
扶
養
・
期
末
・
勤
勉

手
当
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
せ
先

〒
九
四
二

　
上
越
市
港
町
一
ー
一
一
ー
二
〇

　
　
　
直
江
津
航
路
標
識
事
務
所

　
含
〇
二
五
五
ー
四
三
ー
四
二
一
〇

●

　N　H　K新潟放送局は、平成3年11月11日に開局60周年

を迎えます。

　これを記念して、「’91にいがたビデオ大賞」の応募作

品を募集します。

◆テーマ

　　「わたしの撮ったにいがた」　（内容は自由）

◆応募作品

　原則として5分以内の完成した作品とします。

　ビデオの種類はV　H　S・べ一ター等何でも結構です。

◆応募資格

　グループ・団体・会社・学校・個人を問いません。

◆応募方法

　作品に応募申込書（あるいは住所・氏名・職業・年齢

電話・タイトル・説明文を明記）をつけて送付または持

参してください。

◆作品の受付

　平成3年10月31日まで随時受付

◆審査及び表彰

　審査委員会で審査し、ビデオ大賞1点、ビデオ優秀賞

10点を決定し本人に直接通知します。

◆応募先・問い合わせ先

〒951新潟市川岸町1－49

N　H　K新潟放送局「，91にいがたビデオ大賞」係

　台025－230－1600
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夏
季
火
災
予
防
運
動
．

　
夏
休
み
・
お
盆
を
迎
え
、
帰
省
客

や
避
暑
観
光
客
等
で
、
当
松
之
山
町

も
人
口
が
急
激
に
増
加
す
る
と
と
も

に
、
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く

な
り
、
火
災
の
多
発
が
憂
慮
さ
れ
首

こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
火

災
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

◎
花
火
シ
ー
ズ
ン
の
た
め
、
子
供
の

　
火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
防
止
に
努

　
め
る
。

◎
帰
省
客
等
に
係
る
火
気
使
用
機
会

　
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
安
全
な

　
火
気
の
取
り
扱
い
に
努
め
る
。

◎
旅
館
等
に
お
け
る
火
気
管
理
並
び

　
に
消
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用
設
備
等
の
維
持
管
理
に

　
努
め
る
。
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学
校
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設
利
用
者
に
対
し
、

　
の
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り
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、
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等
を
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。
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災
に
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強
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の
日
」

　
　
毎
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日
を
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の
日
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し
、
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医
療
・
救
急
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務
を
み
な
さ
ん

　
か
ら
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
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め

　
設
け
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。
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り
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し
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の
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れ
ね
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も
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の
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（
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）
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に
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の
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日
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に
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（
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◎
多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し

　
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
難
解
な
漢
字
に
は
ふ
り
が

　
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

全ミニ教室を開こう、
交

たしまし
生
通

発
交

　
種
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死
受

　
を

前　
ヒ
日

西
　
寸

ろ
町

ご時後午日月

実施していただけに本当に残念です。

　夏休み・お盆と交通量が多くなり、子供の事故も心配されます。

　町では交通事故防止を目的とした交通安全ミニ教室を、希望する

集落ごとに開催しています。

　教室の内容は映画視聴が主ですので、気軽に参加できます。

　希望される集落がございましたら、集落の交通安全協会役員さ入

または役場の総務課行政係にご連絡ください。
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7
月
号
の
答
えaO●20③

　詰碁の解答を募集してい

ます。8月26日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈
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出
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す
。
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1
の
コ
ス
ミ
が
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ま
い
手
。
白
2
と
ヌ
カ
れ
て
失
敗
に

み
え
ま
す
が
、
さ
ら
に
黒
3
と
打
つ
の
が
好
手
で
、
白
は
い
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ま
で
た
っ
て
も
a
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切
れ
な
い
仕
掛
け
で
す
。

　
そ
し
て
気
が
つ
い
た
ら
、
カ
ケ
メ
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ま
い
も
の
で
す
ね
。
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悌げ孤＿繍〆二一凶
壷rr一・　『　齢

　　　　イ
　　　　4紅あ重）通｝う1季・．．、．

ジ撚牝妻壕
　　　　不動社祭のオープニングを飾った天水越神楽（不動社境内）

森林浴をしたくなる美人林

瀦

麹今月号の話題鯉
町長・町議決まる一…りり

真夏の雪まつり…………
リゾート縦断ゲーム……
町民ミニバレーボール大会・・

8月のフォトニュース……

集落探訪（坪野）・………

敬老の日・……’

公民館だより一………・
韓国研修旅行…・…

・2・3

・4。5

　－6
　・7
・8～ll

　・・12

　－13
　・・14

　・・16

．土曜閉庁
8月10日・24日
9月14日・28日

※出生・死亡・婚姻の届はできます

　観光
つ

v 得
訟

命

り

‘

瑚

（（e
ン

響 簿

おめでた（陛）
　　　　　　　　　　　　　（生年月日）
章裕ちゃん　佐藤俊夫さんの三男（天水越）3・6・19

　
航

年
美

4
映

　
内

　
竹
（坂中糀屋）

お《栖み（露亡）

南雲機一さん　64歳（西之前）新屋

田中チヨさん　79歳（坂　中）新屋

※7月1日から31日までの届出分です。

31　2421　 18149
H　　口日　　目H日

町大リリ会町真、7
ハ
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教
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縦
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田
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予
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ー
ボ
ー
ル
大
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3・7・13

3・7・28

題：お城

鱒雰鰍濡嘱難論窓です）

6　年
竹内寛揮くん

（豊田泥ノ木）

　　題：相沢先生
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ミ
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献
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員
会
総
会

広
報
ま
つ
の
や
ま
八
月
号

平
成
三
年
八
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
六
－
一
二
一
一
二
一

編
集
／
総
務
課

八
月
一
日
の
人
口

総
人
目
／
三
、
七
七
〇
（
▲
三
）

　
　
男
／
一
、
八
四
三
（
▲
一
）

　
　
女
／
一
、
九
二
七
（
▲
二
）

世
帯
数
／
一
、
一
六
九
（
　
O
）

（
）
内
は
七
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

　
七
月
は
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
メ
イ
ン
の
町

民
体
育
大
会
が
中
止
に
な
り
少
し
残

念
で
し
た
。

　
地
区
．
こ
と
に
何
回
も
練
習
し
、
大

会
当
口
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
が
、
天
の
気
ま
ぐ
れ
に
は
勝

て
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
用
意
さ
れ
た
道

具
・
テ
ン
ト
・
白
線
を
見
る
と
、
何

日
も
前
か
ら
準
備
し
て
い
た
人
た
ち

の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
八
月
は
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
。

　
お
盆
を
迎
え
る
と
町
の
人
口
は
倍

増
し
ま
す
。

　
松
之
山
の
道
に
不
慣
れ
な
県
外
ナ

ン
バ
ー
の
車
が
多
数
入
っ
て
き
ま
す

の
で
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

編
集
後
記
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